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新型コロナウイルス感染症拡大防止策として営業を休止しておりま
した、窓口・館内プレイガイドでのチケット販売を再開させて頂くこ
とに致しました。引き続き、感染症拡大防止策を徹底するべく短縮
営業となりますが、皆様のご利用をお待ちしております。

11：00～16：00（火曜定休）

11：00～16：00（火曜定休）
★Sinfonia会員先行予約を開始する

11月25日（木）～12月1日（水）の期間は、
「お電話」と「窓口」の営業時間を
10:00～18:00とさせて頂きます。

公演開場～開演までの間

2021年12月28日（火）～2022年1月5日（水）

尚、上記期間もWEBでの販売は24時間受け付けておりますので、
是非ご利用くださいますよう、お願い申し上げます。

24時間受付

Sinfonia会員先行期間中の公演は、電話・WEBのみのご予約となります。ま
た、チケットはすべて郵送でのお届けとなります。窓口、館内プレイガイドで
のご予約、お受取りはできませんので、ご了承ください。

ザ・シンフォニー チケットセンターは下記の期間、年末年始休業と
させていただきます。皆様には大変ご不便をおかけ致しますが、何
卒ご了承くださいますよう、お願い申し上げます。 Q.カフェが休業しているため、軽食を持っていこうと思うのですが、飲食が

できるスペースはありますか？
A.客席およびロビーを含め、館内でのご飲食は御遠慮頂いております。な
お、水分補給のためのお飲み物は、ペットボトルなどフタのある密閉容器に
入れてお持ち下さいますよう、お願い申し上げます。
※館内に設置しているウォーターサーバー及びウォータークーラーのご利用
も休止させて頂いております。
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Q.貸出車椅子の受付はしていますか？
A.貸出車椅子のご利用は受け付けておりますが、公演前日までに各主催者
へご予約された方に限らせて頂いております。また、これまでホールスタッフ
が行っておりました、お一人でご来場されるお身体が不自由なお客様のご案
内も、接触を避けるため控えさせて頂きます。ご案内が必要な場合は必ず介
添人の方とご来場をお願い致します。
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Q.出演者に花束やプレゼントを渡したいのですが、預かってもらえますか？
A.政府のガイドラインに従い、現在はホールでのお預かりは行っておりませ
ん。各主催者にお問い合わせ頂きますよう、お願い致します。

-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Q.すべての公演が間隔を空けた座席の配置になっていますか？
A.公演によって、座席の間隔を空けている場合と空けていない場合、どちら
もございます。詳しくは、各主催者にお問い合わせ頂きますよう、お願い致し
ます。
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Q.コンサートには行きたいのですが、客席に人が多いと不安です。どのよう
な対策をされていますか？
A.ザ・シンフォニーホールではすべてのお座席を公演毎に消毒・除菌しており
ます。また、「エアバスター」※を館内全容積に対して必要分導入し、客席・ロ
ビー・バックヤードの空気清浄、除菌を徹底的に行っております。ご入場口で
はすべてのお客様に検温、消毒を行っていただいており、館内はお客様のお
手が触れるあらゆる箇所の消毒・除菌を強化。さらに客席内では常時約10
分ですべての空気を入れ替え、換気しております。その他にもより安心してコ
ンサートをお楽しみ頂くための取り組みを行っておりますので、詳しくはザ・シ
ンフォニーホールのホームページをご覧ください。
※オゾン除菌脱臭器。オゾンの強力な酸化作用でウイルスを分解、不活化します。
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本誌は、10月20日までの情報をもとに作成致しました。新型コロナウイルス感染症に関する政府の要請により、
記載公演が中止もしくは延期となり、内容が変更となる場合がございます。予めご了承下さい。 

ご来場頂くお客様に安心してコンサートを楽しんで頂けるよう、下記の内容にご協力をお願い致します。

お客 様へのお願い

新 型コロナウイルス感染 症の影 響に伴うQ& A

引き続き感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。

2022年、                  は

開館40周年を迎えます。

www.symphonyhall.jp

contents

●表紙の一枚「ザ・シンフォニーホール ジルベスターコンサート 2021」

Vol.48
2021.11- 2022.1
2021.11.10発行

マスク着用

館内では上演中も含め常時マス
クの着用をお願い致します。フェ
イスシールドをご着用の方は、マ
スクも併せてご着用下さい。マウ
スガード、透明マスクでのご入場
はお断り致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある方
はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内での
会話はお控え下さい

体調確認

2週間以内に発熱や咳、鼻汁、倦
怠感、味覚・嗅覚障害、その他感
冒症状があった方はご来場をお
控え下さい。ご来場後も体調が
優れない場合は、無理をせずス
タッフにお声がけ下さい

追跡システムのご登録来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご
購入者様とご来場者様が異な
る場合はご記入下さい。また、チ
ケット券面にご連絡先の記入欄
がある場合は、ご入場前に必ず
ご記入をお願い申し上げます

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
https://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使 用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
 無料！

●先行予約：11月25日（木）10:00～
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333（火曜定休）
新型コロナウイルス感染拡大の状況により、営業時間が変更となる場合がございます。
詳細はホームページをご確認ください。
●WEB：https://www.symphonyhall.jp/

11月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消毒
液がご利用頂けない方はご自身
で代替の除菌シート等をご準備
下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用
していないお座席へのご移動
は、他のお客様のご迷惑となり
ますので、固くお断り致します

政府のガイドラインに沿った上記の感染予防対策にご協力頂けない方はご入場をお断り致します。予めご了承下さい。

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA)

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触
確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードにご協力をお願い
致します

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコー
ドより、ご連絡先の登録をお願い致します。公演ごとに、
ご登録が必要です

iPhoneの
方はこちら
App Store

Androidの
方はこちら
Google Play

ザ・シンフォニー チケットセンター
年末・年始休業のお知らせ

ザ・シンフォニー チケットセンター
窓口・館内プレイガイド営業再開のお知らせ

営業時間

お電話

WEB

※公演日のみ営業館内プレイガイド

※ホール正面入口の裏側窓口

電話・窓口・館内プレイガイド
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管
弦
楽
の
た
め
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
は
海

外
で
大
受
け
で
し
た
――
堤 

剛
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ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
は
ウ
イ
ー
ン
に
住
ん
で

い
た
時
期
が
あ
る
か
ら
、
こ
う
演
奏
し

た
ら
も
っ
と
も
っ
と
近
づ
く
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
』
と
、
細
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
も
私
の

中
で
い
き
て
い
ま
す
」

　

こ
の
時
、
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
演
奏

さ
れ
た
の
が
、
外
山
作
曲
の
『
管
弦
楽

の
た
め
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』。
有
馬
か

ら
手
渡
さ
れ
た
日
本
の
民
謡
集
を
元

に
、
八
木
節
や
炭
坑
節
な
ど
の
モ
チ
ー

フ
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
用
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
作
品
だ
。
当
初
は
20
分
ほ
ど
の
長
さ

が
あ
っ
た
が
、
指
揮
を
任
さ
れ
た
岩
城

が「
長
い
な
あ
」と
10
分
足
ら
ず
に
カ
ッ

ト
し
た
の
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
る
。
当
時
の
現
地
で
の
反
響
を
、
堤

は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
ア
ン
コ
ー
ル
で
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
を

演
奏
す
る
と
、
本
当
に
大
受
け
で
し

た
。
海
外
の
方
は
、
初
め
て
日
本
の
節

を
聞
か
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
太
鼓
も

効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
も
う

日
本
の
お
祭
り
で
す
よ
ね
。
外
山
先
生

は
お
客
様
の
反
応
を
見
て
、
気
恥
ず
か

し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
、

岩
城
さ
ん
が
『
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
！
』
と

ス
テ
ー
ジ
に
呼
ん
で
い
ま
し
た
」

　

外
山
は
指
揮
者
と
し
て
海
外
の
舞

台
に
立
つ
と
同
時
に
、
作
曲
家
と
し

て
も
そ
の
名
を
世
界
に
広

め
た
。
堤
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
２
位
、

カ
ザ
ル
ス
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
第
１
位
と
な
り
、
と
も

に
世
界
へ
羽
ば
た
い
た
。

　

前
橋
は
、
世
界
で
活
躍
す

る
日
本
人
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
先
駆
け
。
１
９
７
９
年

に
N
響
の
１
カ
月
間
の
ア
ジ

ア
ツ
ア
ー
に
ソ
リ
ス
ト
と
し

て
同
行
し
、
岩
城
の
指
揮

で
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
、
外

山
の
指
揮
で
外
山
作
曲
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
を
弾

い
た
。
行
き
先
は
中
国
、タ
イ
、マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
。

　
「
当
時
、
現
地
に
は
ま
だ
ち
ゃ
ん
と

し
た
ホ
ー
ル
も
な
く
て
、
湿
気
も
す
ご

く
て
。
私
は
途
中
で
日
本
に
戻
っ
て
、

ま
た
合
流
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
本
当

に
大
変
で
し
た
。
そ
の
時
に
外
山
先
生

の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
弾
か
せ
て
い
た
だ

い
た
の
が
、
一
番
思
い
出
深
い
か
な
。

そ
の
後
、
先
生
は
長
く
仙
台
フ
ィ
ル
で

音
楽
監
督
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
そ
こ
で
も
い
ろ
ん
な
曲
で
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
懐

か
し
そ
う
に
語
る
。

　

幾
度
と
な
く
協
演
を
重
ね
る
な
か

外
山
雄
三
＆
レ
ジ
ェ
ン
ド

卒
寿

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン  

前
橋
汀
子

ピ
ア
ノ  

清
水
和
音

チ
ェ
ロ  

堤 

剛

指
揮
の
時
も
作
曲
家
の
目

線
で
音
楽
を
感
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
―
―
前
橋
汀
子
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レ
ー
ヤ
ー
が
な
ぜ
か
そ
う
演
奏
し
た
く

な
る
、
と
い
う
も
の
を
指
揮
者
は
持
っ

て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
の
一
番
難

し
い
二
つ
の
仕
事
を
90
歳
ま
で
継
続
し

て
い
る
な
ん
て
、
超
人
で
す
よ
。
そ
れ

が
で
き
て
い
る
の
は
…
…
や
っ
ぱ
り
先

生
は
生
き
物
と
し
て
の
力
が
強
い
ん
で

し
ょ
う
ね
（
笑
）」

　

外
山
は
音
楽
と
と
も
に
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
と
も
に
、人
生
を
送
っ
て
き
た
。

名
手
た
ち
は
、
三
者
三
様
に
外
山
の
変

化
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
清
水
の
証
言
か
ら
。「
先
生

は
若
い
頃
は
自
分
を
律
し
て
、
優
秀
に

仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
強
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
年
を
重
ね
て
ロ

マ
ン
派
の
部
分
が
表
に
出
て
き
ま
し
た

し
、
だ
ん
だ
ん
自
分
ら
し
さ
が
出
て
き

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
と
し

て
成
熟
す
る
と
、
指
揮
者
は
立
っ
て
い

る
だ
け
で
も
、成
熟
し
た
音
楽
に
な
る
。

先
生
の
指
揮
は
、
そ
っ
け
な
い
棒
の
よ

う
で
、
一
見
愛
想
が
な
い
の
で
す
が
、

全
部
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
」

　

堤
は
、
図
抜
け
た
才
能
を
感
じ
て
い

る
。「
か
つ
て
岩
城
先
生
が
う
わ
ー
っ

と
感
情
を
表
出
さ
せ
る
指
揮
を
し
て

も
、
外
山
先
生
は
ぐ
っ
と
我
慢
す
る
タ
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れ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
練
習
も
一
度

通
し
て
終
わ
り
。
お
そ
ら
く
、
音
楽
観

み
た
い
な
も
の
が
近
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
指
揮
は
無

駄
が
な
い
。
音
楽
が
シ
ュ
ッ
と
し
て
い

る
。僕
も
そ
う
い
う
の
が
好
き
な
の
で
、

シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一
緒

に
食
事
を
し
て
も
ね
、
先
生
は
ち
ょ
っ

と
意
地
悪
を
言
っ
た
り
、
皮
肉
を
言
っ

た
り
し
て
、
実
に
面
白
い
ん
で
す
よ
。

僕
の
こ
と
は
、
出
来
の
悪
い
息
子
ぐ
ら

い
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
」
と
言
っ
て
、
豪
快
に
笑
う
。

　
「
僕
ね
、
先
生
に
一
回
だ
け
聞
い
た

ん
で
す
よ
。
自
分
の
曲
を
振
る
っ
て
ど

ん
な
感
じ
で
す
か
、
と
。
そ
う
し
た
ら

や
っ
ぱ
り『
恥
ず
か
し
い
よ
』っ
て
言
っ

て
い
ま
し
た
。
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
っ
て
、

ノ
リ
ノ
リ
の
曲
で
し
ょ
う
。
で
も
外
山

先
生
は
練
習
の
時
も
し
か
め
っ
面
。
だ

け
ど
音
は
ち
ゃ
ん
と
ノ
リ
ノ
リ
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
面
白
く
て

ね
。
ご
本
人
は
た
ぶ
ん
恥
ず
か
し
い
ん

で
し
ょ
う
ね
」
と
外
山
の
チ
ャ
ー
ミ
ン

グ
な
素
顔
を
明
か
す
。

　
「
作
曲
が
出
来
て
、指
揮
も
出
来
る
っ

て
、大
変
な
こ
と
。両
方
成
功
し
た
の
っ

て
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ
く
ら
い
。

作
曲
は
音
楽
家
の
な
か
で
も
芸
術
的
素

養
が
一
番
高
い
仕
事
で
、
指
揮
者
は
尊

敬
さ
れ
な
い
と
成
立
し
な
い
仕
事
。
プ

卒寿 外山雄三＆レジェンドInterview

で
、
前
橋
が
感
じ
て
き
た
の
は
外
山
の

〝
作
曲
家
の
目
線
〞
だ
と
い
う
。

　
「
先
生
は
指
揮
を
し
て
も
、
や
っ
ぱ

り
作
曲
家
の
目
線
で
音
楽
を
感
じ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
（
大
阪
交
響
楽

団
首
席
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

の
）
森
下
幸
路
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で

す
が
、
今
も
練
習
中
は
立
っ
た
ま
ま
な

の
だ
そ
う
で
す
ね
。
そ
し
て
『
楽
譜
に

忠
実
に
。
よ
く
楽
譜
を
見
な
さ
い
』
と

語
る
。
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
の
か
。

そ
う
い
う
楽
譜
の
読
み
方
を
細
か
く
教

え
る
そ
う
で
す
。
た
ど
り
着
く
べ
き
と

こ
ろ
は
、
や
は
り
そ
う
い
う
と
こ
ろ
な

の
だ
と
、
気
づ
か
さ
れ
ま
す
ね
」

　

清
水
は
20
歳
で
ロ
ン
＝
テ
ィ
ボ
ー
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
・
ピ
ア
ノ
部
門
で
優
勝

し
た
日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
。

外
山
と
の
最
初
の
協
演
が
20
代
前
半
だ

と
い
う
か
ら
、
も
う
40
年
近
い
付
き
合

い
に
な
る
。

　
「
最
初
は
顔
を
見
て
怖
そ
う
だ
な
、

と
い
う
印
象
で
し
た
よ
。
で
も
、
最
近

は
恥
ず
か
し
が
り
屋
な
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。素
直
じ
ゃ
な
い
と
い
う
か
。

優
し
さ
を
周
囲
に
悟
ら
れ
る
の
が
、
嫌

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
音
楽
的
な

こ
と
で
、
僕
は
先
生
か
ら
何
か
を
言
わ
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だ
っ
た
佐
治
敬
三
は
仲
が
良
く
て
、
原

さ
ん
が
大
阪
で
作
っ
た
か
ら
、
佐
治
は

『
自
分
は
東
京
で
』と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
ね
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
は
大
き
い
け
れ
ど
、
ク
リ
ア
で
室
内

楽
的
な
響
き
が
し
ま
す
ね
」
と
語
る
。

　

今
回
外
山
が
指
揮
を
す
る
の
は
、
自

身
が
２
０
１
６
年
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
現
在
は

名
誉
指
揮
者
と
な
っ
た
大
阪
交
響
楽

団
。
ソ
リ
ス
ト
３
人
は
、
外
山
が
指
定

し
た
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
で
彩
り
を
添
え

る
。

　

前
橋
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲 

第
１
楽
章
。「
私
が

一
番
よ
く
弾
い
て
い
る
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

で
す
が
、
弾
け
ば
弾
く
ほ
ど
難
し
い
。

も
う
一
度
、今
回
の
た
め
に
見
直
し
て
、

挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
名
曲
っ
て

難
し
い
ん
で
す
よ
。
何
回
弾
い
て
も
新

し
い
気
づ
き
が
あ
る
。
私
と
し
て
は
、

一
日
で
も
長
く
ス
テ
ー
ジ
で
弾
き
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
体
力
が
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
で
弾
き
た
い
で
す

ね
。
若
い
頃
は
『
ま
た
メ
ン
コ
ン
ね
』

と
結
構
気
安
く
ス
テ
ー
ジ
で
弾
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
１
回
１
回
、『
あ
あ
、

こ
れ
が
最
後
だ
』
と
い
う
気
持
ち
で
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
外
山
先
生
と
弾
け
る

こ
と
を
宝
物
の
よ
う
に
考
え
て
、
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
」

　

堤
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
チ
ェ
ロ
協

奏
曲
第
３
楽
章
。「
今
回
は
曲
を
外
山

先
生
に
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
な
と

思
っ
た
ら
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
で
し
た
。

N
響
の
世
界
一
周
演
奏
旅
行
で
も
演
奏

し
ま
し
た
し
、
懐
か
し
く
て
、
あ
り
が

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
前
橋
さ
ん
の

言
う
よ
う
に
、
名
曲
っ
て
、
若
い
頃
は

い
い
曲
だ
な
あ
、
弾
き
た
い
な
あ
と
い

う
思
い
で
し
た
が
、
何
度
も
弾
い
て
い

る
う
ち
に
、
な
ぜ
こ
の
曲
は
み
ん
な
に

好
か
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
、
考
え
る
よ
う

に
な
る
。
そ
う
す
る
と
だ
ん
だ
ん
難
し

く
な
っ
て
く
る
。
作
曲
家
目
線
に
な
っ

て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
せ
っ
か

く
外
山
先
生
と
ご
一
緒
で
き
る
の
で
、

私
も
、
も
う
一
度
楽
譜
を
さ
ら
い
直
す

気
持
ち
で
い
ま
す
」

　

清
水
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
１
番 

第
１
楽
章
。「
う
れ

し
い
で
す
ね
。
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
も
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
よ
く
や
り
ま
し
た
け

ど
、
や
っ
ぱ
り
ピ
ア
コ
ン
の
花
形
で
す

よ
。チ
ェ
ロ
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
、ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
な
ら

ば
、
こ
こ
に
並
ぶ
ピ
ア
コ
ン
は
チ
ャ
イ

コ
ス
フ
キ
ー
で
し
ょ
う
。
僕
は
コ
ン

サ
ー
ト
の
時
に
は
61
歳
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
外
山
先
生
と
最
初
に
お
会
い
し

た
20
代
の
時
の
よ
う
に
、
や
ん
ち
ゃ
に

弾
き
ま
す
よ
。
若
造
に
な
っ
た
つ
も
り

で
ね
」

　

指
揮
者
と
し
て
、
作
曲
家
と
し
て
、

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
に
記
念
碑

を
打
ち
立
て
た
外
山
。
そ
の
特
異
な
才

能
を
、
巨
匠
へ
の
尊
敬
と
愛
情
に
あ
ふ

れ
る
３
人
の
名
手
た
ち
と
と
も
に
、ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
味
わ
っ
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
文　

出
水
奈
美
）

イ
プ
で
し
た
。だ
ん
だ
ん
年
と
と
も
に
、

も
う
抑
え
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
だ

ろ
う
な
と
私
は
解
釈
し
て
い
ま
す
。
私

が
先
生
の
指
揮
を
好
き
な
の
は
、
気
品

が
あ
る
か
ら
。
ウ
イ
ー
ン
的
な
雰
囲
気

と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の

70
歳
の
誕
生
日
に
す
ご
く
き
れ
い
な
曲

を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
楽

譜
に
〈
尊
敬
す
る
友
人　

堤
さ
ん
の
70

歳
の
お
祝
い
に
〉
と
書
い
て
く
れ
た
。

温
か
い
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
る
海
外
の

指
揮
者
が
『
指
揮
者
の
腕
に
は
音
楽
が

詰
ま
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ

を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
を
引
き

出
す
。
指
揮
者
に
は
そ
の
能
力
が
な
い

と
い
け
な
い
』と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
う
い
う
も
の
を
外
山
先
生
は
お
持
ち

な
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

前
橋
は
、
人
と
し
て
の
魅
力
が
あ
る

の
だ
と
力
を
込
め
る
。「
外
山
先
生
と

岩
城
先
生
と
は
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
し
た

が
、
全
然
性
格
が
違
い
ま
し
た
ね
。
外

山
先
生
は
時
々
振
っ
て
、
岩
城
先
生
の

控
え
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
面
も
多

か
っ
た
。
そ
う
い
う
体
験
を
さ
れ
て
、

最
終
的
に
は
大
き
く
花
開
い
た
。
こ
ん

な
素
敵
な
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
。
音

楽
的
教
養
が
あ
っ
て
、
耳
が
と
て
も
良

く
て
、
い
つ
も
音
楽
の
核
心
を
突
く
。

だ
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
。
指
揮
者
は
何
を

言
わ
れ
て
も
音
楽
を
引
き
出
す
力
が
な

い
と
い
け
な
い
。
外
山
先
生
の
特
別
な

と
こ
ろ
は
、
や
っ
ぱ
り
人
間
的
な
魅
力

音
楽
的
教
養
が
あ
っ
て
、
耳
が
と
て
も
良
く
て
、い
つ
も
音
楽
の
核
心
を
突
く
。

外
山
先
生
の
特
別
な
と
こ
ろ
は
、
や
っ
ぱ
り
人
間
的
な
魅
力
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

指
揮
と
作
曲
。両
方
で
き
る
な
ん
て
超

人
で
す
よ
―
―
清
水
和
音

人
間
的
な
魅
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た

気
品
の
あ
る
指
揮

な
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

卒
寿
記
念
公
演
を
開
催
す
る
２
０ 

２
２
年
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
40
周
年
の
記
念
イ
ヤ
ー
で
も
あ
る
。

日
本
初
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
専

用
ホ
ー
ル
で
あ
り
、「
残
響
２
秒
」
は

画
期
的
だ
っ
た
。
名
器
と
も
言
え
る

ホ
ー
ル
の
舞
台
に
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
３
人

は
開
館
当
初
か
ら
立
ち
続
け
て
き
た
。

　
「
も
う
40
年
で
す
か
。
私
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
朝
比
奈
隆
先
生
の
指
揮
で
弾

か
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
よ
」
と

驚
く
前
橋
は
、「
昔
は
（
ホ
ー
ル
を
建

設
し
た
朝
日
放
送
社
長
）
原
清
さ
ん
の

専
用
の
席
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
40
年

経
っ
て
ま
た
弾
け
る
な
ん
て
、
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
し
み
じ
み
語
る
。

　

清
水
も
「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
が
出
来
た
時
は
衝
撃
で
し
た
よ
。
お

か
げ
で
、
日
本
の
ホ
ー
ル
全
体
の
底
上

げ
に
つ
な
が
っ
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
フ
ラ

の
先
が
け
に
な
っ
た
。
外
国
の
演
奏
家

も
頻
繁
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
う

感
謝
で
す
よ
。
昔
は
ホ
ー
ル
の
隣
に
ホ

テ
ル
が
あ
っ
て
、
部
屋
で
燕
尾
服
に
着

替
え
て
楽
屋
口
か
ら
入
っ
た
り
、
ゲ
ネ

プ
ロ
が
終
わ
っ
て
部
屋
に
戻
っ
て
仮
眠

を
と
っ
た
り
。
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る

ホ
ー
ル
も
他
に
は
な
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
館
長
で
も
あ
る

堤
は
、「
原
さ
ん
と
サ
ン
ト
リ
ー
社
長

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
40
周
年

変
わ
ら
ぬ
ク
リ
ア
な
響
き

名
曲
は
難
し
い
。弾
け
ば
弾
く
ほ
ど

新
し
い
気
づ
き
が
あ
る
か
ら

外 山 雄 三 ＆ レ ジ ェ ン ド
卒 寿

©飯島 隆
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素
晴
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
い
つ
か
、

マ
ス
ネ
の
《
マ
ノ
ン
》
も
歌
っ
て
み
た

い
で
す
ね
。《
マ
ノ
ン
》は
コ
ケ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
あ
っ
た
り
、
純
粋
で
あ
っ
た

り
、
幅
広
い
表
現
を
求
め
ら
れ
る
難

し
い
役
柄
で
す
け
れ
ど
も
」

　

こ
れ
ま
で
《
椿
姫
》《
愛
の
妙
薬
》

《
蝶
々
夫
人
》
な
ど
に
出
演
し
、
好
評

を
博
し
て
き
た
。

　
「
２
０
１
９
年
の
《
椿
姫
》
の
ヴ
ィ

オ
レ
ッ
タ
は
、
初
め
て
タ
イ
ト
ル
･

ロ
ー
ル
を
任
せ
ら
れ
た
公
演
で
、
節
目

に
な
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍

の
２
０
２
０
年
の
《
カ
ル
メ
ン
》
で
は

ミ
カ
エ
ラ
を
歌
い
ま
し
た
が
、
ブ
ラ

ヴ
ォ
ー
な
ど
の
声
か
け
が
で
き
な
い
な

か
で
、
お
客
様
が
本
当
に
大
き
な
拍
手

を
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
銘
を

受
け
ま
し
た
」

　

今
回
、
ザ
･
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
初
め
て
と
な
る

が
、
今
年
の
年
末
に
同
ホ
ー
ル
で
の
ジ

ル
ベ
ス
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
予

定
だ
。

　
「
大
学
時
代
は
関
西
に
進
学
し
た
お

友
達
も
多
か
っ
た
の
で
、
大
阪
に
は
結

構
遊
び
に
い
き
ま
し
た
。
大
阪
は
や
は

り
気
質
が
明
る
い
！ 

ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
歌
っ
て
い
て
と
て
も

素
晴
ら
し
い
音
響
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ん
な
素
敵
な
舞
台
に
立
て
る

の
が
、
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
で
す
。
大

オ
ペ
ラ
を
歌
う
際
、
ま
ず
は
ピ
ア
ノ
ス

コ
ア
で
す
べ
て
弾
き
な
が
ら
、
自
分
の

歌
う
と
こ
ろ
や
他
の
歌
手
の
歌
な
ど
も

確
認
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

大
学
院
修
了
後
は
、
ミ
ラ
ノ
、
パ
リ

で
も
研
鑽
を
積
ん
だ
。
オ
ペ
ラ
歌
手
で

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま

り
多
く
は
な
い
が
、
か
ね
て
か
ら
フ
ラ

ン
ス
語
や
フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
も
関
心
を

寄
せ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
パ
リ
で
は
素
晴
ら
し
い
先
生
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
発
声
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
大
学

時
代
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
や
プ
ー
ラ
ン

ク
な
ど
も
歌
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
は
と

て
も
繊
細
で
、
自
由
自
在
な
魅
力
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
オ
ペ
ラ
も

ベスト・オブ・アリア ～ある晴れた日に～ 伊藤 晴 ソプラノ・リサイタルInterview

　

気
鋭
の
ソ
プ
ラ
ノ
と
し
て
各
地
で

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
の
人
気
者
。
今
も
っ

と
も
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
い
る
ひ
と

り
が
、
伊
藤 

晴
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
明

る
く
晴
れ
や
か
な
名
前
そ
の
ま
ま
に
、

数
々
の
オ
ペ
ラ
で
私
た
ち
の
心
に
光
が

差
し
込
む
よ
う
な
歌
を
披
露
し
て
く
れ

て
い
る
。

　

そ
の
伊
藤
が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
待
望
の
初
登
場
。
２
０
２
２

年
３
月
21
日
に
、
得
意
の
オ
ペ
ラ
ア
リ

ア
や
歌
曲
を
取
り
混
ぜ
た
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
催
す
る
。

　

伊
藤
は
、
三
重
県
出
身
で
、
武
蔵
野

音
大
大
学
院
へ
と
進
学
し
た
。

　
「
ピ
ア
ノ
を
三
歳
の
頃
か
ら
習
っ
て

お
り
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
な
る
の
が
夢

で
し
た
。
大
学
受
験
の
際
に
声
楽
の
指

導
も
受
け
、
声
楽
科
を
勧
め
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
転
機
は
、
卒
業

の
た
め
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で

歌
っ
た
こ
と
で
す
。
大
勢
の
前
で
歌
う

こ
と
の
気
分
の
よ
さ
に
す
っ
か
り
魅
せ

ら
れ
、
声
楽
を
究
め
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
は
オ
ペ
ラ
歌
手
に
な
っ
た

今
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

～ある晴れた日に～
伊藤 晴 ソプラノ・リサイタル
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プ
ロ
グ
ラ
ム
は
伊
藤
の
多
面
的
な

魅
力
が
発
揮
さ
れ
る

こ
れ
ま
で《
椿
姫
》《
愛
の
妙
薬
》

《
蝶
々
夫
人
》な
ど
で
好
演

明
る
く
晴
れ
や
か
な

心
に
光
が
差
し
込
む
よ
う
な
歌

Interview

ソプラノ 伊藤 晴

穏
や
か
な
春
の

晴
れ
た
日
に
響
く

至
高
の
ア
リ
ア

大
阪
で
は
初
め
て
の

リ
サ
イ
タ
ル
。

名
刺
代
わ
り
と
な
る
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
て
み
ま
し
た
。

「春を待つように心待ちにしている！」という
3月開催のザ・シンフォニーホールでの初リサイタル。

今回はシンフォニアでのインタビューも初登場!
ソプラノ歌手 伊藤 晴の歌との出会いから

本公演についてまでを語るインタビューをお届けします。

撮影：キセキミチコ

阪
で
年
越
し
と
い
う
の
も
、
初
め
て
の

経
験
な
の
で
、
本
当
に
楽
し
み
で
す
」

　

オ
フ
の
日
は
、
レ
ジ
ー
ヌ
･
ク
レ
ス

パ
ン
、
ミ
レ
ッ
ラ
･
フ
レ
ー
ニ
、
そ
し

て
レ
ナ
ー
タ
･
ス
コ
ッ
ト
ら
往
年
の
名

歌
手
の
録
音
を
聞
い
た
り
、
ド
ラ
マ
や

映
画
を
見
た
り
し
て
気
分
転
換
す
る
こ

と
も
多
い
と
い
う
。
日
本
の
昔
の
ド
ラ

マ
や
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
･
ビ
ノ
シ
ュ
他
フ

ラ
ン
ス
の
名
女
優
が
主
演
し
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
『
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
』
三
部
作
な

発売中

ど
が
お
気
に
入
り
だ
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
映
画
は
、
発
音
の
美
し

さ
や
フ
ラ
ン
ス
女
性
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な

所
作
な
ど
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
立
場
で
も

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
ね
」

　

リ
サ
イ
タ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
オ
ペ

ラ
ア
リ
ア
か
ら
、
ア
ー
ン
の
《
リ
ラ
に

来
る
う
ぐ
い
す
》な
ど
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
、

中
田
喜
直
の
《
さ
く
ら
横
ち
ょ
う
》
な

ど
の
日
本
歌
曲
ま
で
、
伊
藤
の
多
面
的

な
魅
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
と

な
る
。

　
「
大
阪
で
は
初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル

で
す
の
で
、
名
刺
代
わ
り
と
な
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
歌
っ
て
き
た
オ
ペ
ラ
の
ア
リ

ア
と
３
月
の
公
演
な
の
で
、
春
に
ち
な

ん
だ
歌
曲
を
選
ん
で
い
ま
す
。
春
の
ひ

と
と
き
に
、
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
な

華
や
か
な
空
間
を
み
な
さ
ま
と
共
有
で

き
た
ら
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

（
取
材
・
文　

伊
藤
制
子
）
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横
坂 

源
と
い
え
ば
、
２
０
１
７
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ホ
ー
ル
主
催
「
3
大

協
奏
曲
」
へ
の
連
続
出
演
を
皮
切
り
に

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
ス
テ
ー

ジ
を
重
ね
、
関
西
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

フ
ァ
ン
に
は
お
馴
染
み
と
な
っ
た
俊
英
。

今
年
の
３
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

１
年
の
延
期
を
経
て
行
わ
れ
、
好
評
を

博
し
た
リ
サ
イ
タ
ル
「
ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｙ
」

の
記
憶
も
ま
だ
新
し
い
が
、
来
春
再
び
、

同
タ
イ
ト
ル
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
す

る
。

　
「
弦
楽
器
に
と
っ
て
理
想
的
な
響
き
を

約
束
さ
れ
た
こ
の
場
所
に
、
何
度
も
呼

ん
で
も
ら
え
て
嬉
し
い
で
す
。
同
じ
ス

テ
ー
ジ
で
演
奏
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

音
を
ど
う
作
っ
て
い
く
の
か
勉
強
す
る

機
会
に
も
恵
ま
れ
、
育
て
て
い
た
だ
い

た
。
前
回
の
〝
ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｙ
〞
で
は
前

半
に
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
の
小
品
を

持
っ
て
き
て
、
後
半
に
は
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
が
暗
闇
の
時
期
を
脱
し
て
光
を
見
出

し
た
か
の
よ
う
な
〈
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
〉

を
中
核
に
据
え
、
再
び
音
楽
を
聴
く
日

常
を
取
り
戻
し
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。同
じ
テ
ー

マ
で
今
回
も
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

今
度
は
違
う
切
り
口
で
こ
の
大
ホ
ー
ル

に
名
曲
を
響
か
せ
た
い
」

  

そ
ん
な
彼
が
メ
イ
ン
に
選
ん
だ
の
は
、

壮
絶
な
人
生
を
生
き
た
ピ
ア
ノ
の
詩
人

シ
ョ
パ
ン
が
最
晩
年
に
作
曲
し
た〈
チ
ェ

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が

２
０
１
７
年
、
開
館
35
周
年
記
念
と
し

て
大
阪
交
響
楽
団
と
始
め
た
人
気
シ

リ
ー
ズ
「
ラ
イ
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
」。〝
大
人
の
贅
沢
〞を
テ
ー

マ
に
、
毎
回
豪
華
で
上
質
な
大
人
の
ス

テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
て
い
る
が
、
今
回

も
フ
ァ
ン
の
期
待
を
上
回
る
ス
テ
ー
ジ

が
展
開
さ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

普
段
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
接
す
る

機
会
が
少
な
い
大
人
の
音
楽
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
も
、
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
場
に
な
れ
ば
、
と
企
画
し
た
同

[チェロ]横坂 源　[ピアノ]津田裕也
-----------------------------------------------------------------------------
ショパン：序奏と華麗なるポロネーズ op.3／チェロ・ソナタ ト短調 op.65／
フォーレ：蝶々 op.77／エレジー op.24／クライスラー：愛の悲しみ／美し
きロスマリン／ショパン：ポロネーズ 第6番 変イ長調 op.53「英雄ポロネー
ズ」※ピアノ・ソロ／チャイコフスキー：懐かしい土地の思い出 op.42-3「メ
ロディ」／アイルランド民謡：ロンドンデリーの歌／ポッパー：ハンガリー狂詩
曲 op.68
-----------------------------------------------------------------------------
2022.3/19（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ] ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催] ザ･シンフォニーホール

[指揮]横山 奏　[ゲスト]岡 幸二郎　[管弦楽]大阪交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

『マイ・フェア・レディ』より君住む街／『ラ・マンチャの男』より見果てぬ夢／『サンセット大
通り』よりアズ・イフ・ウィー・ネバ―・セッド・グッバイ／『ジキル＆ハイド』よりア・ニューライ
フ／『レ・ミゼラブル』より夢やぶれて／『ミス・サイゴン』より命をあげよう／『オペラ座の
怪人』よりミュージック・オブ・ザ・ナイト　ほか
----- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.5/21（土） 2:00PM
S 8,000円　A 6,000円　プラチナ 10,000円 （税込）
[お問い合わせ] ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催] ザ･シンフォニーホール／公益社団法人大阪交響楽団

チェロ・リサイタル
2022

ライト・シンフォニック
コンサート
～大人の贅沢～

elegy
横坂 源

elegy 横坂 源 チェロ・リサイタル 2022Interviewライト・シンフォニックコンサート ～大人の贅沢～Review

前回大好評の「elegy」再び――
「初めて聴いた人も心を打たれるはず」

昨年に続き、ゲストに岡 幸二郎が登場。
さらに深化したステージに期待！

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優     

岡 

幸
二
郎

ロ
・
ソ
ナ
タ
〉
だ
。

　
「
親
友
（
フ
ラ
ン
シ
ョ
ー
ム
）
の
た
め

に
書
き
、
彼
の
チ
ェ
ロ
と
自
身
の
ピ
ア

ノ
と
で
初
演
さ
れ
た
、シ
ョ
パ
ン
に
と
っ

て
生
涯
最
後
の
公
開
演
奏
と
な
っ
た
作

品
。
第
１
楽
章
は
意
見
が
合
わ
な
く
て

結
局
弾
か
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
面
白
い
し
、シ
ョ

パ
ン
の
内
に
秘
め
た
情
熱
が
ほ
と
ば
し

る
よ
う
な
、
か
な
り
強
烈
な
楽
曲
で
す
。

一
緒
に
演
奏
す
る
の
は
青
年
期
に
書
か

れ
た
〈
序
奏
と
華
麗
な
る
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
〉

で
、
ど
ち
ら
も
技
術
的
に
も
、
ま
た
ピ

ア
ノ
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
も
難
し

い
。
な
の
で
、
前
半
で
こ
の
難
曲
２
つ

に
挑
ん
で
、
後
半
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
で
聴
い
て
い
た
だ
け
そ
う
な
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

愛
奏
曲
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
な
ど
を

選
び
ま
し
た
」

  
も
ち
ろ
ん
フ
ォ
ー
レ
の
〈
エ
レ
ジ
ー
〉

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
軸
と
な
る
。

　
「
チ
ェ
ロ
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
曲

ホ
ー
ル
の
定
番
コ
ン
サ
ー
ト
。

　

こ
れ
ま
で
の
出
演
者
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
リ
ス
ト
の
村
治
奏
一
や
バ
ン
ド

ネ
オ
ン
奏
者
の
三
浦
一
馬
と
い
っ
た
実

力
派
ぞ
ろ
い
。
さ
ら
に
、
一
昨
年
か
ら

２
年
連
続
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
の

は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
み
な
ら
ず
、

ロ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
の
フ
ァ
ン
の
間
で

も
人
気
の
高
い
女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
川
井
郁
子
と
あ
っ
て
、
フ
ァ
ン
層

も
年
々
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
同
コ
ン
サ
ー
ト
だ
が
、
前
回

に
続
き
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
の
岡 

幸
二
郎
が
登
場
す
る
。
劇
団
四
季
の
ス

タ
ー
と
し
て
人
気
を
博
し
、
退
団
後
は

先行予約：11/25（木）　一般発売：11/28（日）

音
を
ど
う
作
っ
て
い
く
の
か

勉
強
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た

華
麗
か
つ
力
強
い
熱
唱
を
リ
ア
ル
に

体
感
で
き
る
絶
好
の
機
会

で
、
お
そ
ら
く
初
め
て
聴
い
た
人
も
心

を
打
た
れ
る
は
ず
。
自
分
も
小
学
生
時

代
か
ら
好
き
で
し
た
…
あ
と
母
も
こ
の

曲
を
弾
く
と
喜
び
ま
す
ね
。
い
ろ
ん
な

作
曲
家
が
〈
エ
レ
ジ
ー
〉
を
書
い
て
い

る
の
で
、
も
し
あ
る
と
し
た
ら
今
後
に

バ
ト
ン
を
繋
げ
て
い
く
の
も
い
い
で
す

ね
」

　

共
演
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
横
坂
が
第
２

位
に
輝
い
た
２
０
１
０
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
伴
奏
を
務
め

た
津
田
裕
也
。

　
「
定
期
的
に
共
演
し
、
一
緒
に
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
開
拓
し
て
い
る
盟
友
で
す
。

お
互
い
年
齢
を
重
ね
て
も
ず
っ
と
こ
の

関
係
を
続
け
て
行
き
た
い
。
当
日
は
彼

の
ソ
ロ
演
奏
も
お
楽
し
み
に
！
」

（
取
材
・
文　

東
端
哲
也
）

ズ
・
イ
フ
・
ウ
ィ
ー
・
ネ
バ
―
・
セ
ッ
ド
・

グ
ッ
バ
イ
」
と
い
っ
た
新
た
な
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
名
曲
も
披
露
。
大
阪
交
響
楽

団
の
重
厚
な
演
奏
と
相
ま
っ
て
、
昨
年

よ
り
も
多
彩
で
深
化
し
た
ス
テ
ー
ジ
が

楽
し
め
そ
う
だ
。

　
〝
残
響
２
秒
〞
と
い
う
卓
越
し
た
音

響
の
良
さ
で
演
奏
者
の
評
価
も
高
い
同

ホ
ー
ル
を
揺
る
が
す
岡
の
華
麗
か
つ
力

強
い
熱
唱
を
リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る
絶

好
の
機
会
で
も
あ
る
。
初
め
て
の
方
々

も
リ
ピ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
も
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
素
晴

ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
は
ず
だ
。

（
文　

産
経
新
聞
編
集
委
員　

岡
田
敏
一
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

１
９
９
４
年
に
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』

の
ア
ン
ジ
ョ
ル
ラ
ス
役
で
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
格
。
以
降
、
こ
の
作
品
で

足
掛
け
17
年
間
活
躍
。『
オ
ペ
ラ
座
の

怪
人
』
や
『
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
』
な
ど

で
も
存
在
感
を
発
揮
し
、
フ
ァ
ン
を
増

や
し
た
。

　

今
回
は
、
彼
の
十
八
番
と
い
え
る

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
「
夢
や
ぶ
れ
て
」

や
『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』
の
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ナ
イ
ト
」
と
い
っ

た
定
番
曲
に
加
え
、『
ジ
キ
ル
と
ハ
イ

ド
』の「
ア
・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
」や
映
画
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
双
方
と
も
超
名
作
と

な
っ
た『
サ
ン
セ
ッ
ト
大
通
り
』の「
ア

撮影：鈴木久美子

大阪交響楽団

Interview

89 SinfoniaSinfonia



　

２
０
２
２
年
に
開
館
40
周
年
を
迎
え

る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、

絢
爛
豪
華
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
１
月
16
日
に
は
、
日
本
を
代

表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲
道
郁
代
が
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
な
う
。

　

仲
道
に
と
っ
て
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
は
デ
ビ
ュ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
の

地
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
彼
女
の
息
の

長
い
華
麗
な
演
奏
活
動
に
お
い
て
、
原

点
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
る
に
違
い
な

い
。

　

彼
女
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
優
勝
で
あ
る
。
そ
の
後
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
た
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
の
演
奏
が
テ
レ
ビ
番
組
で
放
映
さ

れ
、
彗
星
の
ご
と
く
登
場
し
た
彼
女

は
音
楽
フ
ァ
ン
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得

た
。
そ
の
後
、
さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
む

べ
く
渡
欧
。
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
王
妃
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
、
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
位
を

受
賞
す
る
な
ど
、
世
界
に
そ
の
名
を
知

ら
し
め
た
。

　

よ
く
練
り
上
げ
ら
れ
た
企
画
も
仲
道

の
活
動
の
魅
力
だ
。
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
音
楽
愛
好
家
や
専
門
家
に
い
た
る
ま

で
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い

る
。
特
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、
彼
の
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
32
曲
全
曲
演
奏
に
何
度
も
取
り

[ピアノ]仲道郁代
-----------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第8番 ハ短調 op.13 「悲愴」／ピア
ノ・ソナタ 第14番 嬰ハ短調 op.27-2 「月光」／ピアノ・ソナタ 第
21番 ハ長調 op.53 「ワルトシュタイン」／ピアノ・ソナタ 第23番 
ヘ短調 op.57 「熱情」
-----------------------------------------------------------------------------
2022.1/16（日） 2:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ] ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

仲道郁代
×

４大ソナタ

仲道郁代×４大ソナタReview

デビュー・リサイタルの地で、
ピアニスト人生の多くを捧げた

ベートーヴェンのピアノ・ソナタに挑む

©Taku Miyamoto

組
ん
で
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
繰

り
返
し
向
か
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
自

身
の
世
界
を
深
め
て
い
る
と
言
え
る
。

　

９
年
ぶ
り
と
な
る
こ
の
ホ
ー
ル
で
の

リ
サ
イ
タ
ル
で
も
、
仲
道
は
自
ら
の
心

血
を
注
い
で
き
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
、
な
か
で
も
個
性
豊
か
な
〝
４

大
ソ
ナ
タ
〞
を
選
ん
だ
。
第
８
番
「
悲

愴
」、
第
14
番
「
月
光
」、
第
21
番
「
ワ

ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」、
そ
し
て
第
23

番
「
熱
情
」
は
、
深
い
情
感
と
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
物
語
を
秘
め
た
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
で
あ
り
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
は
長

い
歴
史
の
な
か
で
多
く
の
人
々
に
広
く

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
仲
道

は
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
人
間
は
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
と
い
つ
も

自
身
の
作
品
の
な
か
で
問
う
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た

自
ら
の
心
血
を
注
い
で
き
た

べ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ・ソ
ナ
タ

こ
の
ホ
ー
ル
で
、
彼
女
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
演
奏
の
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

（
文　

道
下
京
子
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

©Kiyotaka Saito
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P I C K  U P  C O N C E R T

　

三
浦
一
馬
（
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
）
が
敬
愛

す
る
タ
ン
ゴ
の
革
命
児
・
ピ
ア
ソ
ラ
の
没

後
30
周
年
記
念
企
画
と
し
て
、「
三
浦
一
馬

キ
ン
テ
ー
ト
」
が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
に
４
年
ぶ
り
に
登
場
す
る
。　

　

キ
ン
テ
ー
ト
（
五
重
奏
団
）
と
は
、
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ギ
タ
ー
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
か
ら
成
る
、
ピ
ア

ソ
ラ
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
探
求
し
た
バ
ン

ド
編
成
。
メ
ン
バ
ー
は
山
田
武
彦
、
石
田

泰
尚
、
大
坪
純
平
と
い
う
三
浦
が
厚
い
信

頼
を
寄
せ
て
い
る
名
手
た
ち
。
そ
し
て
今

回
は
、
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
首
席
奏
者
で
あ
る
黒
木
岩
寿
が
、
キ

ン
テ
ー
ト
と
し
て
大
阪
で
は
初
参
加
。
多

方
面
で
活
躍
す
る
名
手
は
、
柔
軟
な
妙
技

を
聴
か
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　

予
定
演
目
に
並
ぶ
の
は
、「
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
の
四
季
」「
デ
カ
リ
シ
モ
」「
現

実
と
の
３
分
間
」
な
ど
、
ピ
ア
ソ
ラ
の
多

彩
な
名
曲
集
。
三
浦
の
し
な
や
か
な
超
絶

技
巧
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
力
強
さ
と
洗
練

を
併
せ
持
っ
た
石
田
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
、

誠
実
か
つ
変
幻
自
在
の
音
楽
性
で
共
演
者

か
ら
の
信
頼
が
厚
い
山
田
の
ピ
ア
ノ
な
ど
、

５
人
各
々
の
類
ま
れ
な
音
楽
性
を
等
し
く

存
分
に
満
喫
し
た
い
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
音
響
と

聴
き
手
を
か
ね
て
か
ら
、「
ホ
ー
ル
に
も
聴

き
手
に
も
、
独
特
の
品
を
感
じ
る
」
と
絶

賛
す
る
三
浦
。
〝
熱
狂
の
タ
ン
ゴ
〞
に
ふ

さ
わ
し
い
選
曲
と
演
奏
を
繰
り
広
げ
な
が

ら
、
鬼
才
ピ
ア
ソ
ラ
の
演
奏
史
に
新
た
な

１
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
ゆ
く
。

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

4年ぶりキンテート公演が実現！
ピアソラの名曲を余すことなく披露する

[バンドネオン]三浦一馬　[ヴァイオリン]石田泰尚
[コントラバス]黒木岩寿　[ギター]大坪純平　[ピアノ]山田武彦
-----------------------------------------------------------------------------------
デカリシモ／フーガ９／ブエノスアイレスの冬／ブエノスアイレスの夏／ブエノスアイレ
スの秋／ブエノスアイレスの春／現実との3分間／ルンファルド／レビラード／カリエン
テ／ミケランジェロ'70／悪魔のロマンス／ムムキ　
-----------------------------------------------------------------------------------
2022.5/8（日） 2:00PM
全席指定 5,500円 （税込）
[お問い合わせ] Mitt 03-6265-3201　[主催]日本コロムビア／ザ・シンフォニーホール

ピアソラ没後30周年記念プロジェクト 三浦一馬キンテート 2022 熱狂のタンゴ

　

大
阪
交
響
楽
団
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
が
提
案
す
る
、
０
歳
児
か
ら
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
生
演
奏
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
煌
び
や
か
な
演
出
が
楽
し

め
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
２
０
２
０
年
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
、
し
ば
ら
く
お
休
み
を
し
て
い
た
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
！

　

こ
の
公
演
で
は
、
お
子
様
に
馴
染
み
の
あ

る
楽
曲
や
、
毎
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
様
々

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
ご
紹
介
。
０
歳
か

ら
本
格
的
な
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
幅
広

い
世
代
の
お
客
様
か
ら
話
題
を
集
め
て
い

ま
す
。

　

松
元
宏
康
の
指
揮
、
大
阪
交
響
楽
団
の

演
奏
で
お
届
け
す
る
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
復
活
公
演
に
ふ
さ
わ
し
く
超
ス
ペ
シ
ャ

ル
！
〝
だ
い
す
け
お
兄
さ
ん
〞の
愛
称
で
子

供
た
ち
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
幅
広
い
世
代
か

ら
絶
大
な
人
気
を
誇
る
横
山
だ
い
す
け
が

ゲ
ス
ト
出
演
し
ま
す
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
『
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
』
で
は
、
番
組
史
上
歴
代
最
長
の
９
年

間
〝
歌
の
お
兄
さ
ん
〞を
務
め
上
げ
、
日
本

中
の
子
供
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
、
憧
れ
の

存
在
。
子
供
た
ち
の
心
を
グ
ッ
と
掴
む
歌

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
注
目
が
集
ま
り
ま

す
！
だ
い
す
け
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
お
子

様
だ
け
で
な
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
み
ん
な
で
、
楽

し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
後
日
発
表
！
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
の
で
、
続
報
を
お

楽
し
み
に
。

2年ぶりに復活！待望の開催決定！
ゲストに“だいすけお兄さん”が登場！

[ゲスト]横山だいすけ　[指揮]松元宏康　[管弦楽]大阪交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
後日発表
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.3/19（土） 11:00AM／2:00PM
全席指定 4,000円 （税込）
※大人・子供均一料金 ※乳幼児のお子様（お膝の上でも）必ず座席券をご購入ください
[お問い合わせ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]公益社団法人 大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

０歳児からの“光と映像で楽しむオーケストラ” Vol.17

先行予約：11月25日（木）　一般発売：12月18日（土）

バ
ン
ド
ネ
オ
ン 

三
浦
一
馬

ゲ
ス
ト 

横
山
だ
い
す
け

先行予約：11/25（木）　一般発売：11/28（日）
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【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　
〝
ソ
ワ
レ
＝
夜
公
演
〞
に
華
麗
な
る
管
弦

楽
の
宴
へ
誘
う
人
気
シ
リ
ー
ズ
。
大
阪
フ
ィ

ル
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
強
力

タ
ッ
グ
で
名
曲
を
お
贈
り
す
る
「
ソ
ワ
レ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が
17
回
目
の
開
催
を
迎
え

る
。

　

指
揮
は
川
瀬
賢
太
郎
。現
在
、名
古
屋
フ
ィ

ル
正
指
揮
者
や
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
常
任
指
揮

者
を
兼
任
し
て
お
り
、
国
内
を
中
心
に
大
活

躍
中
の
俊
才
だ
。

　

演
奏
す
る
の
は
、
Ｊ
．Ｓ
．
バ
ッ
ハ
（
エ

ル
ガ
ー
編
）
の
「
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ
」、ス
ー

ク
の
組
曲
「
お
と
ぎ
話
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

交
響
曲
第
1
番
。「
威
風
堂
々
」
の
作
曲
者

と
し
て
も
知
ら
れ
る
エ
ル
ガ
ー
が
、Ｊ
．
Ｓ
．

バ
ッ
ハ
の
有
名
な
オ
ル
ガ
ン
曲
を
原
曲
に
忠

実
に
編
曲
し
つ
つ
、
打
楽
器
な
ど
を
効
果
的

に
使
う
こ
と
で
華
々
し
さ
も
加
え
た
「
幻
想

曲
と
フ
ー
ガ
」。「
お
と
ぎ
話
」
は
、
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
の
古
い
民
話
に
基
づ
い
た
4
曲
で

構
成
。
作
曲
者
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
娘
婿

に
あ
た
り
、
こ
の
作
品
で
も
義
父
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
旋
律
美
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
発

揮
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
公
演
を
締
め
括
る
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
交
響
曲
第
1
番
は
、
そ
の
圧
倒
的
な
完
成

度
か
ら〝
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
10
交
響
曲
〞

と
も
謳
わ
れ
る
傑
作
。
若
く
し
て
頭
角
を
現

し
、
先
達
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
自

ら
の
創
意
と
新
境
地
を
切
り
拓
き
続
け
た
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
姿
は
、
今
の
川
瀬
と
重
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
作
品
へ
の
深
い
共
感
と
愛

に
溢
れ
た
一
期
一
会
の
名
演
が
期
待
さ
れ

る
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

名曲の新たな魅力を発見！
川瀬賢太郎がエネルギッシュに届ける
[指揮]川瀬賢太郎
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.S.バッハ（エルガー編曲）：幻想曲とフーガ ハ短調 op.86／スーク：組曲

「おとぎ話」op.16／ブラームス：交響曲 第1番 ハ短調 op.68　
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.1/28（金） 7:00PM  【2021.5/13の振替公演】
A 5,100円　B 3,100円 （税込）
[お問い合わせ] 大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール 大阪フィルハーモニー交響楽団

指
揮 

川
瀬
賢
太
郎

日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソンHM.26 「パリシンフォニー」

〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.17

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ッ

ク
や
ポ
ッ
プ
ス
の
フ
ァ
ン
の
間
で
も
人
気

の
高
い
川
井
郁
子
が
２
０
１
７
年
以
来
、

毎
年
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行

う
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
今

年
も
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

近
年
、
各
国
で
人
気
の
高
い
ク
ラ
シ
カ

ル
・
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
の
先
駆
け
と
言
っ

て
い
い
、
ジ
ャ
ン
ル
を
軽
々
と
超
え
る
彼

女
の
多
様
か
つ
幅
広
い
音
楽
性
と
巧
み
な

演
奏
は
、
音
楽
通
を
う
な
ら
せ
る
深
み
と

一
般
の
音
楽
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
る
娯
楽

性
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
５
回
目
と
な
る

今
回
も
、
誰
も
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気
分

に
浸
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
当
日
と
あ
っ
て
、
演

奏
曲
目
の
中
心
と
な
る
の
は
、
ロ
ド
リ
ー

ゴ
作
曲
「
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
協
奏
曲
」
第
２

楽
章
か
ら
の
「
恋
の
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
〝
レ
ッ

ド
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〞」
や
、エ
ル
ガ
ー
の
「
愛

の
あ
い
さ
つ
」
と
い
っ
た
〝
愛
〞
が
テ
ー

マ
の
楽
曲
群
。

　

さ
ら
に
、
北
京
冬
季
五
輪
の
開
催
期
間

中
と
あ
っ
て
、
２
０
１
４
年
の
ソ
チ
五
輪

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
で
、
羽
生
結
弦
選
手
が
採
用
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
白

鳥
の
湖
」
が
モ
チ
ー
フ
の
名
曲
「
ホ
ワ
イ

ト
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
も
披
露
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
か
つ
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
す
る
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
夜
、
銘
器
ス
ト
ラ
デ
ィ

ヴ
ァ
リ
ウ
ス
で
愛
を
奏
で
、
来
場
者
を
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
か
つ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
盛
り
上
げ

る
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
そ
う
だ
。

（
文　

産
経
新
聞
編
集
委
員 

岡
田
敏
一
）

大切な人と一緒にホットな時間を楽しみたい！
バレンタインデーに贈る、愛に溢れたコンサート

[ヴァイオリン]川井郁子　[弦楽合奏団]U.F.室内アンサンブル
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ロドリーゴ（川井郁子編曲）：レッドヴァイオリン～恋のアランフェス／シューベルト：セレナーデ
／ピアソラ：リベルタンゴ／エルガー：愛のあいさつ／モンティ：チャルダッシュ／アーヴィング・
バーリン：プッティンオンザリッツ／サン＝サーンス：白鳥／チャイコフスキー（川井郁子編曲）：ホ
ワイトレジェンド　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.2/14（月） 7:00PM
全席指定 6,000円 （税込）
[お問い合わせ] ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

川井郁子 シンフォニック・バレンタイン～愛とスケートの名曲たち～

発売中

発売中
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生
涯
に
１
０
４
曲
も
の
作
品
を
残
し

た
「
交
響
曲
の
父
」
ハ
イ
ド
ン
。
日
本
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
首
席
指
揮
者
の

飯
森
範
親
が
、
そ
の
全
曲
を
８
年
も
か
け

て
演
奏
す
る
の
が
「
ハ
イ
ド
ン
マ
ラ
ソ
ン
」

だ
。
２
０
１
５
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

20
年
の
第
19
回
で
後
半
に
折
り
返
し
た
際
、

会
場
が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
へ
移

り
、
こ
れ
で
第
26
回
目
を
迎
え
る
。

　

公
演
テ
ー
マ
は
「
パ
リ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」。

こ
れ
は
、
作
曲
者
が
30
年
近
く
仕
え
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
の
楽
長

を
退
任
後
、
フ
ラ
ン
ス
で
新
創
設
さ
れ
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
コ
ン
セ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・

オ
ラ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
書
か
れ
た
6
つ

の
交
響
曲
（
第
82
〜
87
番
）
の
総
称
を
意

味
す
る
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
第
82
、

86
、
87
番
を
お
届
け
す
る
。

　

テ
ィ
ン
パ
ニ
が
活
躍
す
る
祝
祭
的
な
曲

想
で
、
第
４
楽
章
の
冒
頭
で
現
れ
る
低
音

が
熊
使
い
の
音
楽
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
熊
」
の
副
題
で
も
知
ら
れ
る
第
82
番
。　

　
「
パ
リ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
の
中
で
最
も
編

成
が
大
き
く
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
だ
け
で
な
く

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
も
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
実

に
華
々
し
く
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
第
86
番
。

そ
し
て
、
躍
動
と
、
叙
情
美
が
巧
み
に
組

み
合
わ
さ
れ
た
第
87
番
。

　

と
、
こ
の
よ
う
に
ハ
イ
ド
ン
の
書
法
が

い
よ
い
よ
円
熟
期
に
入
っ
た
こ
と
が
は
っ

き
り
と
わ
か
る
傑
作
の
数
々
を
、
同
じ
よ

う
に
熟
達
を
極
め
る
飯
森
＆
日
本
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
の
名
演
で
心
ゆ
く
ま

で
酔
い
し
れ
よ
う
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ハイドンマラソン快走中！ 来春は必聴「パリ編」！
疾走感あふれる魅惑の旋律が心を掴む。

[指揮]飯森範親
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
------------------------------------------------------------------------------
ハイドン：交響曲 第86番 ニ長調 Hob.I:86／交響曲 第87番 イ長調 Hob.I:87／
交響曲 第82番 ハ長調 Hob.I:82「熊」　
------------------------------------------------------------------------------
2022.3/31（木） 7:00PM
A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[お問い合わせ] センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソンHM.26 「パリシンフォニー」

　

指
揮
者 

守
山
俊
吾
は
、
卓
越
し
た
音
楽

性
を
持
ち
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

は
様
々
な
企
画
で
登
場
。
後
進
の
指
導
に
も

努
め
、
デ
ビ
ュ
ー
の
機
会
を
作
る
な
ど
尽
力

し
て
い
る
。

　

傘
寿
（
80
歳
）
を
迎
え
る
守
山
の
指
揮
者

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
と
発
展
に
は
、
必
ず
心

に
残
る
〝
出
会
い
〞
が
あ
っ
た
。

　

東
欧
屈
指
の
ソ
フ
ィ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
の
常
任
客
演
指
揮
者
と
し

て
活
動
を
拡
げ
た
後
、
ロ
シ
ア
最
高
の
バ
レ

エ
指
導
者
ル
ド
ル
フ
・
ヌ
レ
エ
フ
の
師
、
セ

ル
ゲ
イ
氏
に
認
め
ら
れ
、
ロ
イ
ヤ
ル・ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
バ
レ
エ
団
と
の
契
約
に
至
っ
た

こ
と
。
そ
し
て
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

の
バ
レ
エ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

の
公
演
を
指
揮
し
た
後
に
マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー

劇
場
の
オ
ペ
ラ
歌
手
と
の
共
演
が
続
い
た
こ

と
な
ど
…
…
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
そ
ん
な
人
生
の

節
目
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
ト
ー
ク
を
挟
み

な
が
ら
〝
守
山
俊
吾
の
指
揮
者
紀
行
〞
の
よ

う
に
、
展
開
し
て
い
く
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽
団
首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー 

徳
永
二

男
を
迎
え
る
。
守
山
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た

徳
永
と
の
共
演
が
実
現
で
き
る
こ
と
に
こ
の

う
え
な
い
幸
福
感
を
か
み
し
め
、
コ
ル
ン
ゴ

ル
ト
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
を
披
露
。
さ

ら
に
「
カ
ン
パ
ニ
ー
で
こ
ぼ
こ
」
に
よ
る
豪

華
な
バ
レ
エ
が
華
を
沿
え
る
。
守
山
よ
り
皆

様
へ
贈
る
感
謝
の
音
楽
を
堪
能
し
て
頂
き
た

い
。
な
お
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
２
０
１
６

年
に
守
山
が
結
成
し
た
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・

ア
ル
シ
ス
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
が
登
場
す
る
。

守山俊吾の“音楽人生”を辿る傘寿記念。
徳永二男との共演にも大注目を！

[指揮]守山俊吾　[ゲスト・ヴァイオリン]徳永二男
[管弦楽]シンフォニア・アルシスOSAKA
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ブラームス：交響曲 第1番 ハ短調 op.68／チャイコフスキー：バレエ『くるみ割り人
形』より「金平糖の精と王子のパ・ド・ドゥ」　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.3/10（木） 6:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B高校生以下 2,000円 （税込）
[お問い合わせ] 守山俊吾傘寿記念コンサート実行委員会 090-2353-0427
[主催]守山俊吾傘寿記念コンサート実行委員会

守山俊吾 傘寿記念コンサート ～マエストロより魂を込めて～

発売中

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

徳
永
二
男

指
揮 

飯
森
範
親

指
揮 

守
山
俊
吾

一般発売：11月22日（月）

©ヒダキトモコ

©山岸 伸
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タ
ル
も
決
定
し
て
い
る
。

　

テ
ノ
ー
ル
の
宮
里
直
樹
も
ウ
ィ
ー
ン

と
ミ
ラ
ノ
で
学
ん
だ
本
格
派
で
、
オ
ペ

ラ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

国
内
の
主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演

歴
も
多
数
。
知
性
と
感
性
を
兼
ね
揃

え
た
歌
唱
で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し

て
い
る
。

　

バ
リ
ト
ン
の
大
山
大
輔
は
、
野
田

秀
樹
演
出
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
や
、

手
塚
治
虫
原
作
の
歌
劇
『
ブ
ラ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
』、
劇
団
四
季
『
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
』
主
演
で
の
圧
倒
的
な
存
在

感
に
加
え
、
役
者
と
し
て
も
独
自
の

境
地
を
拓
い
て
お
り
、
今
回
の
歌
唱
に

も
大
き
な
注
目
と
期
待
が
集
ま
る
。　

そ
し
て
、
こ
の
超
個
性
派
＆
実
力
派

　

２
０
２
１
年
12
月
31
日
と
い
う
特
別

な
夜
を
、
大
好
き
な
音
楽
と
共
に
！

　

欧
米
の
名
だ
た
る
音
楽
都
市
で
は
、

そ
ん
な
素
敵
な
音
楽
と
の
付
き
合
い

方
が
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、

関
西
圏
で
は
ぜ
ひ
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

豪
華
す
ぎ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が一
堂

に
会
し
て
、
名
曲
づ
く
し
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
一
夜
に
し
て
お
贈
り
す
る
「
ジ
ル

ベ
ス
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」。

　

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
惜
し
く
も

開
催
が
見
送
ら
れ
た
大
晦
日
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
。
今
年
は
〝
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
〞

の
実
施
は
な
い
が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
が
自
信
を
持
っ
て
お
薦
め
す
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
、
世
界
の
舞
台
で
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
大
き
な
活
躍
を
見
せ

て
い
る
今
、
本
公
演
で
も
〝
こ
れ
ぞ

日
本
の
底
力
！
〞
と
実
感
で
き
る
、

オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
ン
バ
ー
で
開
催

す
る
。

　

そ
の
豪
華
す
ぎ
る
出
演
者
を
紹
介

し
よ
う
。

　

ミ
ラ
ノ
と
パ
リ
で
研
鑽
を
積
ん
だ
ソ

プ
ラ
ノ
の
伊
藤 

晴
は
、
巨
匠
チ
ョ
ン
・

ミ
ョ
ン
フ
ン
も
才
能
を
認
め
る
才
媛

で
、広
範
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
誇
り
つ
つ
、

《
椿
姫
》
の
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
役
や
《
ラ
・

ボ
エ
ー
ム
》
の
ミ
ミ
役
で
成
功
を
収
め

て
い
る
若
き
正
統
派
。
来
年
３
月
に

は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

Interview

日本センチュリー交響楽団

念願のジルベスターコンサート！！

豪華すぎるアーティストたちが
一堂に会し、名曲づくしの
プログラムをお贈りする

The Sy mphony  Ha l l  2021 Winter  年末コンサート

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
日
本
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽
団
。
指
揮
は
、
国
内
外

多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
歴
を

持
ち
、
ソ
リ
ス
ト
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か

ら
も
信
頼
が
厚
い
角
田
鋼
亮
。
誠
実

か
つ
し
な
や
か
な
タ
ク
ト
で
ま
と
め
上

げ
る
、心
強
い
マ
エ
ス
ト
ロ
だ
。
さ
ら
に
、

サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
「
交
響
曲 

第
3
番
」

で
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は

お
馴
染
み
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
冨
田
一
樹

が
登
場
す
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
ま
で
あ
と
1
か
月

半
！
今
号
で
は
、
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

か
ら
、
伊
藤
、
宮
里
、
大
山
、
角
田
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
す

る
。

-----------------------------

◆
出
演
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
！

宮
里
：
伊
藤
さ
ん
と
は
今
年
の
お
正

月
に
初
め
て
共
演
し
ま
し
た
ね
。

伊
藤
：《
椿
姫
》
で
、私
は
ヴ
ィ
オ
レ
ッ

タ
役
を
歌
い
、
宮
里
さ
ん
は
ア
ル
フ
レ
ー

ド
役
で
共
演
し
ま
し
た
。
つ
い
先
日
も

東
京
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
ご
一
緒
し
ま
し

た
ね
。
《
ト
ス
カ
》

の
カ
ヴ
ァ
ラ
ド
ッ

シ
役
で
出
演
さ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、

第
一
声
で
会
場
中

を
魅
了
し
、
お
客

さ
ん
の
心
を
掴
ん

で
い
た
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
と
て
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
！

角
田
：
伊
藤
さ
ん
の
お
名
前
は〝
晴
〞！ 

そ
の
名
前
の
と
お
り
、
周
り
の
人
み
ん

な
を
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
お
人
柄
で
す
。
歌
も
も
ち
ろ
ん
素

晴
ら
し
く
て
、
ホ
ー
ル
で
聴
く
と
伊
藤

さ
ん
の
歌
声
に
優
し
く
包
ま
れ
て
い
る

よ
う
な
心
地
に
な
り
ま
す
。

宮
里
：
僕
は
大
山
さ
ん
と
は
何
度
か

共
演
し
て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー

で
、歌
っ
て
も
演
技
し
て
も
か
っ
こ
い
い
。

喋
っ
て
も
面
白
い
し
、
何
し
て
も
素
晴

ら
し
い
方
で
す
。

台
本
も
書
け
ま
す

し
！

大
山
：
角
田
さ
ん

は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

と
て
も
優
し
い
方

で
す
。
何
で
も
受

け
止
め
て
く
だ
さ

る
の
で
、
歌
手
と

し
て
ち
ょ
っ
と
甘
え

す
ぎ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）。
そ
う
い
え
ば
、

羊
の
格
好
を
し
て
指
揮
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
お

茶
目
な
マ
エ
ス
ト
ロ
は
滅
多
に
い
な
い
と

思
い
ま
す 
（
笑
）。

宮
里
：
僕
は
過
去
に
、
大
山
さ
ん
が

書
い
た
オ
ペ
ラ
２
作
品
に
出
演
し
ま
し

た
。
テ
ノ
ー
ル
は
女
性
に
だ
ら
し
な
い

役
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
台
本
で

も
そ
れ
が
と
て
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
す

（
笑
）。
僕
の
母
は
、
僕
の
舞
台
を
必

ず
見
に
来
る
の
で
す
が
、
見
ら
れ
る
と

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
な
、
と
思
う
く

ら
い
（
笑
）。

角
田
：
で
も
、
大
山
さ
ん
の
台
本
は

み
ん
な
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
で
き
る
素
敵
な

力
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
ね
！

大
山
：
オ
ペ
ラ
っ
て
、
人
類
に
と
っ

て
超
ロ
ン
グ
ラ
ン
作
品
だ
と
思
う
ん
で

す
。
で
も
形
式
が
古
く
て
、
現
代
人

と
の
隔
た
り
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

ザ・シンフォニーホール ジルベスターコンサート 2021 大晦日の
コンサートが

2年ぶりに復活！

盛大で華やかかつ、どこかアットホーム!?
ザ・シンフォニーホールならではの大晦日コンサート

2015年から恒例となっていたザ・シンフォニーホールのカ
ウントダウン・コンサート。毎年、豪華な出演者を迎えて開催
してきた。ロビーでは祝い酒がふるまわれるなど、祝賀ムー
ドも満載で、音楽とともに華やかな年越しを迎えられること
で、人気を博してきた。終演後は、お客様、出演者、スタッ
フ、全員が感動を一緒に分かち合った一体感が生まれる。
終演後ロビーからは「おめでとう！」「今年もよろしく」という挨
拶も聞こえ、アットホームな温かい雰囲気に。今年は万全
な感染症対策が取れる形にするため“カウントダウン”は実
施しないが、1年の締めくくりに相応しく、素敵な新年を迎え
られるような幸せに満ちたコンサートとなるだろう。

ザ・シンフォニーホール ジルベスターコンサート 2021

バリトン 大山大輔 テノール 宮里直樹 ソプラノ 伊藤 晴 指 揮 角田鋼亮
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[指揮]角田鋼亮　[ソプラノ]伊藤 晴　[テノール]宮里直樹　[バリトン]大山大輔
[オルガン]冨田一樹　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
[司会]堀江政生（朝日放送テレビアナウンサー）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.12/31（金） 5:00PM
SS 12,000円　S 10,000円  A 8,000円  B 6,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

曲
演
奏
に
毎
年
出

演
し
て
い
ま
し
た
。

父
が
コ
ン
サ
ー
ト

か
ら
帰
っ
て
く
る

の
を
待
っ
て
、
年

越
し
そ
ば
を
夜
中

の
３
時
に
家
族
で

食
べ
る
の
が
、
大

晦
日
の
恒
例
で
し

た
。

大
山
：
地
元
が

指
宿
（
鹿
児
島
県
）
で
、
池
田
湖
近

く
に
開
聞
（
か
い
も
ん
）
岳
と
い
う
山

が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
大
晦
日
の

夜
中
に
友
だ
ち
と
出
発
し
、
自
転
車

で
山
を
登
っ
て
開
聞
（
ひ
ら
き
き
）
神

社
に
初
詣
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
か
な

り
の
距
離
を
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

登
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

◆
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
に
つ
い
て

角
田
：
高
級
感
が
あ
り
な
が
ら
、
あ

た
た
か
さ
も
あ
り
居
心
地
も
と
て
も
良

い
で
す
。
舞
台
と

客
席
と
の
距
離
が

近
い
の
で
、
実
は

お
客
様
の
息
遣
い

を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
。
演

奏
し
て
も
そ
の
反

応
を
ダ
イ
レ
ク
ト

に
捉
え
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
思
え
て
、

一
緒
に
演
奏
会
を

今
の
時
代
の
言
葉
を
使
っ
て
、
作
品
に

込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
き
手
に

わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
表
現
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
台
本
を
書
い
て
い
ま

す
。

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
大
晦
日
の
想
い
出

角
田
：
小
学
生
の
頃
、
東
京
か
ら
名

古
屋
へ
移
り
住
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
空
か

ら
赤
い
星
（
隕
石
）
が
降
っ
て
き
た
こ

と
に
由
来
す
る
町
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
祀
っ
て
い
る
神
社
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
大
晦
日
に
は
、
近
隣
の
人
み

ん
な
が
そ
の
神
社
に
集
う
風
習
が
あ

り
、
神
社
ま
で
練
り
歩
い
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

伊
藤
：
私
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
紅
白
歌
合

戦
』
を
見
て
か
ら
父
と
お
寺
へ
行
っ
て

い
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
毎

年
、
家
族
と
と
も
に
静
岡
で
富
士
山

を
見
な
が
ら
新
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

宮
里
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
父
は
、

岩
城
宏
之
さ
ん
が
大
み
そ
か
に
開
催
し

て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
全

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp
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創
り
上
げ
て
い
る
気
持
ち
に
な
る
ん
で

す
よ
。

宮
里
：
と
に
か
く
音
響
が
す
ご
く
良

い
の
で
、
歌
っ
て
い
て
と
て
も
気
持
ち

の
良
い
ホ
ー
ル
で
す
ね
。
角
田
さ
ん
も

お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
と
お

客
様
と
の
距
離
が
近
い
の
で
、
一
発
で

自
分
の
や
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
応
を

近
く
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
山
：
ホ
ー
ル
も
楽
器
で
す
か
ら
、

最
高
に
良
い
楽
器
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
特
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
い
ろ
ん
な
シ
ー
ン
を
歌
え
る
の

は
魅
力
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
素
晴
ら
し

い
響
き
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
：
私
は
今
回
初
め
て
、
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

の
で
す
が
、
音
響
が
素
晴
ら
し
い
と
い

う
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
さ
ら

に
歌
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
名
曲
づ
く
し
！

角
田
：
《
歌
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

発売中

テ
ル
」》
序
曲
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ハ
長
調
で
始
ま
り
、
ハ
長
調
で
終
わ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ

て
ハ
長
調
は
光
の
調
で
、
そ
の
光
で
コ

ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
し
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

宮
里
：
ハ
長
調
に
は
、
絶
対
的
な
調

と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

角
田
：
こ
の
序
曲
は
、
ふ
た
り
が
眠

り
に
入
っ
て
い
く
シ
ー
ン
で
幕
を
開
け

ま
す
。
お
客
さ
ま
に
良
い
夢
を
見
て
い

た
だ
き
た
く
て
…
。
そ
の
後
、《
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
》
の
ア
リ
ア
「
も
う
飛
ぶ

ま
い
ぞ
、
こ
の
蝶
々
」
へ
と
続
き
ま
す
。

伊
藤
：
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本

当
に
名
曲
揃
い
で
す
よ
ね
！
私
に
と
っ

て
は
オ
ペ
ラ
の
舞
台
で
歌
っ
た
こ
と
の

一瞬も目が離せない大晦日のエンタテインメント！
オルガニスト 冨田一樹も登場！

このコンサートのスペシャルポイントのひとつが、ザ・シン
フォニーホールで何度も満員のお客様を魅了してきたオ
ルガニスト 冨田一樹が登場し、サン＝サーンス「交響曲 
第3番」を演奏することだ。ザ・シンフォニーホールが誇る
スイス・クーン社製のパイプオルガンを熟知する冨田。
共演する角田も「指揮者の解釈やオーケストラの楽器
に合わせて音色を自在に変化させてくださる」と絶賛。こ
の贅沢な饗宴は見逃せない！

あ
る
曲
ば
か
り
で
す
の
で
、
そ
の
歌
に

描
か
れ
て
い
る
情
景
が
皆
様
に
も
浮
か

ぶ
よ
う
に
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

宮
里
：
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
オ
ペ

ラ
名
曲
集
」
っ
て
Ｃ
Ｄ
が
出
来
上
が

り
そ
う
で
す
よ
ね
！ 

で
も
歌
う
の
が

ハ
ー
ド
な
曲
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い
る
な
と

（
笑
）。
一
方
で
も
し
も
自
分
が
聴
き

手
だ
っ
た
ら
、〝
こ
れ
が
聴
け
る
な
ん
て

う
れ
し
い
！
〞
と
思
う
よ
う
な
魅
力
的

な
曲
ば
か
り
で
す
。
丁
寧
に一つ
ひ
と
つ

大
切
に
し
て
、
皆
様
の
心
に
届
く
よ
う

に
歌
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

大
山
：
み
ん
な
が
言
う
よ
う
に
〝
こ

れ
ぞ
名
曲
集
〞
と
言
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
の
で
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
か
な
り
の
数
の
オ
ペ

ラ
を
網
羅
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
お
客

様
に
は
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
き
っ
か
け

に
オ
ペ
ラ
を
さ
ら
に
好
き
に
な
っ
て
頂

き
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
た
く
さ
ん
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

角
田
：
今
回〝
こ
の
人
に
こ
の
曲
を
歌
っ

て
ほ
し
い
！
〞
と
い
う
作
品
を
セ
レ
ク

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
藤

さ
ん
と
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
で

ご
一
緒
し
、
最
近
は
《
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
》

の
ミ
ミ
や
《
椿
姫
》
の
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ

な
ど
も
演
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ

ね
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
昔
か
ら
宮
里
さ

ん
の
フ
ァ
ン
で
、
い
ろ
ん
な
舞
台
を
見
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。大
山
さ
ん
は
、

フ
ィ
ガ
ロ
の
よ
う
な
運
動
性
の
あ
る
曲

も
お
得
意
で
す
し
、
苦
悩
を
抱
え
た
よ

う
な
役
も
と
て
も
素
敵
で
す
。
３
人
と

の
共
演
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
。
そ
し

て
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
言
え
ば

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
す
よ
ね
。
サ
ン
＝

サ
ー
ン
ス
《
交
響
曲
第
3
番
「
オ
ル
ガ

ン
付
き
」》
な
ど
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

曲
目
も
充
実
し
て
い
て
、
夢
の
よ
う
な

豪
華
な
演
奏
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

-----------------------------

　

年
末
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
ぎ
や
感

動
を
め
い
っ
ぱ
い
味
わ
え
る
今
回
の
公

演
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
続
い
て
い
る
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
足
を
運
ん
だ
す
べ
て
の

方
が
幸
せ
で
満
た
さ
れ
た
気
持
ち
で
、

２
０
２
２
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
。
そ
し
て
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
念
願
で
あ
る
「
関
西
を
元
気

に
!!
」
が
着
実
に
根
付
い
て
い
る
こ
と

を
全
身
で
体
感
し
よ
う
!!

フンパーディンク：歌劇『ヘンゼルとグレーテル』 ～「序曲」
モーツァルト：歌劇『フィガロの結婚』
              ～「もう飛ぶまいぞ、この蝶々」、「恋人よ、早くここへ」
モーツァルト：歌劇『魔笛』～「なんて美しい絵姿」
ビゼー：歌劇『カルメン』
        ～「ジプシーの踊り」、「闘牛士の歌」
プッチーニ：歌劇『ラ・ボエーム』
            ～「冷たい手を」、「私の名はミミ」
サン＝サーンス：歌劇『サムソンとデリラ』～「バッカナール」
チャイコフスキー：歌劇『エフゲニー・オネーギン』～「ポロネーズ」
ヴェルディ：歌劇『椿姫』
          ～「ああ、そはかの人か」、「燃える心を」、「プロヴァンスの海と陸」
マスカーニ：歌劇『カヴァレリア・ルスティカーナ』～「間奏曲」
ヴェルディ：歌劇『リゴレット』～「風の中の羽のように（女心の歌）」
プッチーニ：歌劇『つばめ』～「ドレッタの夢」
ジョルダーノ：歌劇『アンドレア・シェニエ』～「祖国の敵」
プッチーニ：歌劇『トゥーランドット』～「誰も寝てはならぬ」
サン＝サーンス：交響曲 第3番「オルガン付き」より

P
R
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自分が聴き手だったら、
〝これが聴けるなんてうれしい！〟と
思うような魅力的な曲ばかり

オ
ル
ガ
ン 

冨
田
一
樹
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な
倍
音
の
響
き
は
機
械
で
は
作
れ
ま
せ

ん
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
で

す
ね
」

　

筆
者
が
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
を
初
め
て

聴
い
た
時
、
身
体
中
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
湧
き
上
が
る
よ
う
な
心
地
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
生
き
生
き
と
し
た
サ
ウ

ン
ド
に
包
ま
れ
、
限
界
に
挑
戦
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
惹
き
こ
ま
れ
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
1
年
半
も
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
。
久
し
ぶ
り

に
お
会
い
で
き
る
お
客
さ
ん
に
ド
キ
ド

キ
と
ワ
ク
ワ
ク
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
し
て
元
気
と
勇
気
を
持
っ
て

帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。
た
め
込
ん
だ
パ
ワ
ー
を
全
開
に
し

て
、
僕
た
ち
が
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
か

も
!?
（
笑
）
そ
ん
な
ハ
ラ
ハ
ラ
感
？
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
最
高
で
す
ね
」

　

今
回
は
初
め
て
ゲ
ス
ト
を
迎
え
ず

に
、
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
み
で
演
奏
す
る
。

一
人
ひ
と
り
の
メ
ン
バ
ー
の
〝
歌
声
〞

に
も
注
目
し
た
い
。

　
「
我
々
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
中
で
も
迫

力
あ
る
賑
や
か
な
曲
を
多
く
選
び
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
の
前
で
演

が
選
ば
れ
た
。《
マ
ラ
ゲ
ー
ニ
ャ
》
と

い
う
ラ
テ
ン
の
曲
も
初
め
て
お
披
露
目

す
る
。Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
魅
力
の
一
つ
が
、

独
自
の
ア
レ
ン
ジ
力
だ
。

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
は
ま
た
違
っ

て
、
編
曲
者
の
個
性
が
出
る
か
ら
面
白

い
で
す
よ
。
メ
ン
バ
ー
と
も
相
談
し
な

が
ら
作
っ
て
い
け
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
ア
レ
ン
ジ
す
る
人
が
、
誰
が
演
奏

す
る
か
を
分
か
っ
て
書
い
て
い
ま
す

か
ら
、
例
え
ば
『
こ
の
人
と
こ
の
人
を

演
奏
さ
せ
た
ら
、
こ
ん
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
で
き
る
だ
ろ
う
』
と
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
編
曲
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の

バ
ン
ド
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
で
す
ね
」

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
こ
の
よ
う
な
達
者

な
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
お
り
、
菊
池
は
曲

の
雰
囲
気
を
伝
え
て
オ
ー
ダ
ー
す
る
。

　
「
譜
面
が
届
く
ま
で
、
ど
ん
な
仕
上

が
り
に
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
何
回
も
演
奏
し
て
い
る
有
名
な
曲

で
も
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
難
し
い
曲
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
。
み
ん
な
目
の
色

が
変
わ
り
ま
す
ね
（
笑
）。
多
く
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
一
番
に
考

え
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
に
と
っ
て
、ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
こ

と
は
、
ほ
か
に
な
い
楽
し
み
が
あ
る
。

　
「
こ
の
メ
ン
バ
ー
独
特
の
サ
ウ
ン
ド

と
ホ
ー
ル
の
響
き
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て

一
つ
の
作
品
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
で
音
は
何
と
で
も
作
り
出
せ

る
時
代
で
す
が
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

[出演]The Symphony Hall Big Band
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[お問い合わせ] 大阪アートエージェンシー 072-648-3852
[主催]ザ・シンフォニーホール

　

煌
び
や
か
な
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ
と
、

心
も
身
体
も
ス
ウ
ィ
ン
グ
す
る
よ
う
な

客
席
の
様
子
は
、
い
つ
も
の
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
雰
囲
気
と
一
変
す

る
。
指
折
り
の
メ
ン
バ
ー
16
名
が
そ

れ
ぞ
れ
〝
歌
い
上
げ
〞、
迫
力
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
魅
せ
て
く
れ
る
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ビ
ッ
グ
・
バ

ン
ド
（
以
下
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
）。
心
待
ち

に
し
て
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
約
１
年
半

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
。

　

結
成
か
ら
５
年
。
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
特

徴
は
、
日
本
で
は
珍
し
く
ク
ラ
シ
ッ
ク

ホ
ー
ル
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
と
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
演
奏
す
る
点
に
あ
る
。
ト

ラ
ン
ぺ
ッ
タ
ー
で
音
楽
監
督
を
務
め
る

菊
池
寿
人
は
「
幼
少
期
か
ら
、
ポ
ッ
プ

ス
、
ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
、
本
当

に
色
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
聴
き
に

行
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
時
は
、
ア
イ

ド
ル
も
（
笑
）。
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
リ
ン

グ
と
い
う
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

当
時
流
行
っ
て
い
て
、
そ
の
影
響
も
す

ご
く
受
け
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
ビ
ッ

グ
・
バ
ン
ド
で
演
奏
さ
れ
な
い
よ
う
な

曲
も
チ
ョ
イ
ス
し
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

今
回
は
〝
ベ
ス
ト
・
ヒ
ッ
ト
・
オ
ン
・

フ
ァ
イ
ヤ
ー
！
〞
と
題
し
て
『
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
』、
映
画
『
０
０
７
』

よ
り
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド
・
メ
ド

レ
ー
な
ど
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
名
曲

ベスト・ヒット・
オン・ファイヤー！

～Music Director 菊池寿人～

多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を

一番
に
考
え
て
い
る

賑
や
か
で
、聴
い
て
元
気
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
曲
を
セ
レ
ク
ト

Interview

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト 

菊
池
寿
人

ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
!! 

ど
こ
ま
で
も
エ
キ
サ
イ
ト
で
き
る
、

ベ
ス
ト
・
ヒ
ッ
ト
・
オ
ン
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
！

発売中

緊急招集お待たせしました！

全国で活躍する16名のメンバーを緊急招集！開催まであと１ヵ月！
今号では、ミュージックディレクターを務める菊池寿人のインタビューをお届けします！

Sound Producer 石戸谷 斉

⚠緊急招集のため、どうしても参加できない
レギュラーメンバーが数名います……でもご安心を！
16名の精鋭プレイヤーが吠えまくります! !

Big Band Vol.16

奏
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で

す
」

　

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ス
テ
ー
ジ
が
、
私
た

ち
の
心
を
ほ
ぐ
し
、
明
日
へ
の
活
力
を

届
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文　

金
子
真
由
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

The Sy mphony  Ha l l  2021 Winter  年末コンサートザ・シンフォニーホールで聴くジャズは、スリル 満点！
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[指揮]ヴァハン・マルディロシアン
[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団
[合唱]関西フィルハーモニー合唱団
[ソプラノ]並河寿美　[アルト]福原寿美枝
[テノール]藤田卓也　[バリトン]与那城敬
--------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付」 op.125 
--------------------------------------------------------------------------

2021.12/11（土） 2:30PM
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円　C 3,000円 （税込）
[お問い合わせ] 関西フィルハーモニー管弦楽団 06-6115-9911
[主催]公益財団法人関西フィルハーモニー管弦楽団

[指揮]井上道義
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
[合唱]大阪フィルハーモニー合唱団
[ソプラノ]髙橋絵理　[アルト]鳥谷尚子
[テノール]宮里直樹　[バリトン]デニス･ビシュニャ
--------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付」 op.125 
--------------------------------------------------------------------------

2021.12/12（日） 2:00PM
A 7,000円　B 5,000円　C 売切 （税込）
[お問い合わせ] ABCチケットインフォメーション 06-6453-6000
[主催]ABCテレビ 

[指揮]延原武春　[管弦楽]テレマン室内オーケストラ
[合唱]テレマン室内合唱団
[ソプラノ]六車智香　[アルト]渡邊由美子
[テノール]鹿岡晃紀　[バリトン]篠部信宏
--------------------------------------------------------------------------

【第1部】100人の第九 ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付」 
op.125 【第2部】テレマンのクリスマス名曲集 テレマン：「3つのトランペット
とティンパニのための協奏曲」より 第1、2楽章／J.S.バッハ：G線上のアリア
／ヴィヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲集 「四季」より “春” 第1楽章／J.S.バッ
ハ：カンタータ「目覚めよ、と呼ぶ声あり」BWV.140より 第4曲コラール／ヘ
ンデル：オラトリオ「メサイア」より“パストラール”／カッチーニ：アヴェ･マリア／
クリスマス･キャロル：「もろびとこぞりて」 「神の御子は今宵しも」
--------------------------------------------------------------------------
2021.12/19（日） 1:30PM
A 5,500円　B 4,500円　C 売切 （税込）
[お問い合わせ] ABCチケットインフォメーション 06-6453-6000
[主催]ABCテレビ

[指揮]瀬山智博
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団　　
[合唱]日本センチュリー合唱団
[ソプラノ]北野加織　[アルト]糀谷栄里子
[テノール]中井亮一　[バリトン]萩原寛明
--------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：交響曲 第9番 ニ短調 「合唱付」 op.125
--------------------------------------------------------------------------

2021.12/26（日） 2:00PM
A 6,000円　B 4,500円　C 売切 （税込）
[お問い合わせ] ABCチケットインフォメーション 06-6453-6000
[主催]ABCテレビ 

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

文：渡辺謙太郎
第九

第九～ザ・シンフォニーホールに響く「歓喜の歌」 The Sy mphony  Ha l l  2021 Winter  年末コンサート

発売中発売中発売中発売中

BEETHOVEN
Sinfonie
Nr.9 d-moll op.125

ベートーヴェンが亡くなる3年前の1824年に発表した最後の交響曲にあたる第9番。
文豪シラーの「歓喜の歌」を歌詞に持つ第4楽章はあまりにも有名だが、長調と短調が交錯する第1楽章も、
劇的かつ緻密な第2楽章も、美しく崇高な第3楽章も、実に魅力的。
ザ・シンフォニーホールでも「第九」ファンは本当に多く、
今年は4つの個性豊かな公演を開催。その聴きどころをご紹介しよう！

　コロナ禍を経て、満を持して開催！ オーケストラ独自の“顔”と“心
のこもった音楽”を追求し続ける関西フィルの「第九」を指揮するの
は、現在世界的に注目を集める俊才ヴァハン・マルディロシアンだ。
1975年アルメニア生まれの彼は、イヴリー・ギトリス、ムスティスラ
フ・ロストロポーヴィチ、ルノー＆ゴーディエ・カプソン兄弟、前橋汀
子をはじめとした世界的名手の共演ピアニストとして名を馳せた後、
少年時代から夢だったという指揮者の道へ。
　2019／20年シーズンからは香港市室内管弦楽団の首席指揮者を
務めている。14年に初来日して以来（指揮者として）、関西フィルをは
じめとした日本のオーケストラと数多く重ねており、国内での人気と
知名度を着実に高めていることは周知の通りだ。彼はまた、現代音楽
に造詣が深く、ピアニストとしての持ち味である知的で繊細な音楽性
が、指揮活動にも良い形で投影。今回は歌手陣にもソプラノの並河寿
美やバリトンの与那城敬ら名手が集うので、冬の大阪で「第九」の新
境地が存分に示されることだろう。

　大阪フィルと井上道義との共演で過去にも大好評を博した人気シ
リーズ「躍動の第九」が久々に帰ってくる。この最強タッグは、これま
でに何度も一期一会の「第九」を実現してきた。中でも、2015年12
月の公演では、終演後にオーケストラが退場すると舞台が暗くなり、
壇上後方に残った大阪フィル合唱団が緑色のペンライトをかざしな
がら「蛍の光」を歌った感動の光景も今でも忘れられない。　
　そんな井上＆大阪フィルの十八番が再びこの地へ。井上のベートー
ヴェンに寄せる想いは格別で、持ち前の踊るように鮮やかな指揮で、
静謐と狂乱を絶妙なバランスで描き出してゆく。今年75歳を迎える井
上だが、聴き手はそれを信じられないほどの若々しさと完全燃焼を目
の当たりにすることだろう。
　ソプラノの髙橋絵理、アルトの鳥谷尚子、テノールの宮里直樹、バ
リトンのデニス・ビシュニャという名歌手と共に、コロナの苦悩を乗り
超えている“今”にこの上なくふさわしい「躍動の第九」を聴かせてくれ
るはずだ!!

　ザ・シンフォニーホールのクリスマスの風物詩「第九deクリスマス」
が、コロナ禍を越えて喜ばしく開催される。
　演奏は延原武春が指揮するテレマン室内オーケストラ＆合唱団と
名歌手だ。1963年創設のこの団体は、古楽器を用いた18世紀音楽
を専門に演奏。過去にドイツ文化省の招聘で4度ドイツに渡って演奏
したことがあり、本場の評価も高い実力派として知られている。そし
て、延原が1982年から行っている「100人の第九」は、初演当時の編
成とテンポに忠実に従うアプローチで、ジョン・エリオット・ガーディ
ナーやクリストファー・ホグウッドといった古楽を代表する巨匠から高
く評価され、録音を切望されていたというから凄い。この名物企画の
実施は2年ぶり！心待ちにしていたファンは、まさに “歓びの歌”を体
感することができるだろう。
　「第九」を演奏後は、ヴィヴァルディ、J.S.バッハ、ヘンデル、カッ
チーニなどのバロック名曲も多数演奏。一足早いクリスマス・プレゼ
ントにぜひ!!

　1993年に佐渡裕のタクトで始まった日本センチュリー交響楽団の
「21世紀の第九」。この公演は2011年からカナダ出身のケン・シェ
が指揮を受け継いだ人気シリーズだが、今年は新たな俊才を迎えて開
催される！ その白羽の矢の人物が瀬山智博。
　大阪府豊中市出身で大阪音楽大学卒業後、ウィーンで研鑽を積
んだ彼は、国内外の多数のオーケストラと共演を重ね、佐渡裕プロ
デュースオペラの副指揮者としても活躍中だ。また、2008年にシェー
ンブルン宮殿歌劇場のモーツァルト・オペラ公演「ドン・ジョヴァン
ニ」でオペラ指揮者デビューを飾り、翌年の難関ブザンソン国際指揮
者コンクールにおいてファイナリストの3人に選ばれたことからも、こ
のシリーズを受け継ぐ実力は十二分と言えるだろう。
　2年ぶりの開催となる今回は、日本センチュリー交響楽団と豪華歌
手陣の好サポートを得ることもあり、昨今のコロナ禍を振り返り、新
たな年へ力強く進むための道しるべとなるような「21世紀の第九」に
大いに期待しよう!!

関西フィルハーモニー管弦楽団
「第九」特別演奏会

最強タッグが贈る一期一会の「躍動の第九」本場ウィーン仕込みの「新・21世紀の第九」 アルメニアの俊才が描く新境地に期待大バロックと古典の名曲を一挙にプレゼント

井上道義 指揮
躍動の第九

第九 de クリスマス21世紀の第九
12
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26
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紅
組
キ
ャ
プ
テ
ン 

斉
藤
言
子

白
組
キ
ャ
プ
テ
ン 

田
中 

勉

[ソプラノ]砂川涼子　[ピアノ]河原忠之
--------------------------------------------------------------------------
ベッリーニ:優雅な月よ／喜ばせてあげて／マスカーニ:月／アヴェ マリア
／フォーレ:月の光／夜明け／プッチーニ:歌劇「ラ・ボエーム」より“私の名
はミミ”／沼尻竜典:歌劇「竹取物語」より"姫のアリア"／ドヴォルザーク:
歌劇「ルサルカ」"月に寄せる歌"／リー・ハーライン:星に願いを／加藤昌
則:On the Christmas Day〜クリスマスメドレー〜　ほか
--------------------------------------------------------------------------
2021.12/18（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ] ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催] ザ・シンフォニーホール

●紅組
[湯浅 契]ヴェルディ：歌劇『ドン・カルロ』より「世の空しさを
知る神」／[斉藤言子]ヴェルディ：歌劇『オテロ』より「アヴェ・
マリア」／[白石優子]ワーグナー：歌劇『タンホイザー』より

「この厳かな広間」／[木澤佐江子]ベッリーニ：歌劇『ノル
マ』より「清らかな女神よ」／[泉 貴子]ヴェルディ：歌劇『ア
イーダ』より「勝ちて帰れ！」／[古田昌子]ロッシーニ：歌劇

『アルジェのイタリア女』より「ひどい運命よ！」／[梨谷桃
子]ヴェルディ：歌劇『イル・トロヴァトーレ』より「穏やかな夜」
／[吉岡仁美&堀口莉絵（二重唱）]チレア：歌劇『アドリアー
ナ・ルクヴルール』より「さあ、返事がないわ」　※順不同
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

●白組
[清原邦仁]ヴェルディ：歌劇『椿姫』より「燃える想い〜おお、
なんという恥辱」／[近藤勇斗]モーツァルト：歌劇『ドン・ジョ
ヴァンニ』より「恋人を慰めて」／[秋本靖仁]ドニゼッティ：歌
劇『連隊の娘』より「ああ！友よ、なんと嬉しい日！」／[伊藤友
祐]ヴェルディ：歌劇『椿姫』より「プロヴァンスの海と陸」／
[田中 勉]シューベルト（リスト編）：歌曲 『魔王』／[東 平聞]
ヴェルディ：歌劇『仮面舞踏会』より「お前こそ心を汚すもの」
／[湯浅貴斗]グノー：歌劇『ファウスト』より「眠ったフリをせ
ずに」／[小餅谷哲男&萩原寛明（二重唱）]ヴェルディ：歌劇

『ドン・カルロ』より「われらの胸に友情を」　※順不同
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[司会]堀江政生（朝日放送テレビアナウンサー）

        八塚彩美（朝日放送テレビアナウンサー）

[指揮]鈴木恵里奈　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団

2021.12/28（火） 3:00PM
S 8,800円　A 7,700円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
[協力]公益財団法人 日本センチュリー交響楽団／公益社団法人関西二
期会／特定非営利活動法人関西芸術振興会・関西歌劇団
[後援]一般社団法人日本クラシック音楽事業協会

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

The Sy mphony  Ha l l  2021 Winter  年末コンサートザ・シンフォニーホールで聴きたいオペラ・アリア

発売中

発売中

　

砂
川
涼
子
の
歌
は
心
に
染
み
入
る
。

そ
れ
も
か
な
り
強
く
、
深
く
。

　

そ
の
理
由
は
、は
っ
き
り
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
、
天
性
の
資
質
を
ま
っ
す
ぐ

に
伸
ば
し
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
へ
の
留

学
で
磨
き
を
か
け
た
盤
石
の
歌
唱
に
あ

る
。 

彼
女
の
歌
は
い
つ
も
、
深
く
発

せ
ら
れ
た
声
が
自
然
に
息
に
乗
せ
ら
れ

る
の
で
、 

と
て
も
な
め
ら
か
で
、
心
地

よ
い
。 

ま
た
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚

が
イ
タ
リ
ア
語
で
も
、
そ
れ
以
外
の
言

語
に
お
い
て
も
透
徹
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
。
端
正
に
歌

わ
れ
る
美
し
い
歌
が
、
持
ち
前
の
抒
情

的
な
美
声
で
彩
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。
た
だ
、
そ
の
声
に
包
ま
れ
る
だ

け
で
幸
福
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
、
暖

か
く
、
や
わ
ら
か
い
美
声
。

　

砂
川
は
紹
介
文
な
ど
に
、「
日
本
を

代
表
す
る
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
」
と
書
か
れ

る
こ
と
が
多
い
。
事
実
、
オ
ペ
ラ
の
舞

台
で
は
常
に
、
圧
倒
的
な
賞
賛
を
浴
び

て
き
た
。
そ
れ
は
右
に
記
し
た
よ
う
な

完
成
さ
れ
た
美
し
い
歌
で
、
人
物
の
心

模
様
を
縦
横
無
尽
に
描
く
力
が
あ
る
か

ら
だ
が
、
さ
ら
に
そ
こ
に
、
聴
き
手
を

幸
福
に
す
る
暖
か
い
声
が
加
わ
る
の
だ

か
ら
、
客
席
は
も
は
や
、
征
服
さ
れ
る

ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

自
然
な
笑
顔
が
物
語
る
人
柄
の
よ
さ

が
に
じ
み
出
た
、
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
可

憐
な
舞
台
姿
の
魅
力
に
も
、
触
れ
な
い

　
〝
こ
れ
を
聴
か
な
け
れ
ば
年
を
越
せ

な
い
！
〞
そ
ん
な
声
が
多
数
上
が
る
ほ

ど
年
末
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た　
　

「
オ
ー
ル
ス
タ
ー 

紅
白
オ
ペ
ラ
歌
合

戦
」。
日
本
を
代
表
す
る
ベ
テ
ラ
ン
＆

若
手
の
人
気
オ
ペ
ラ
歌
手
が
、
所
属
団

体
の
垣
根
を
越
え
て
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
大
集
結
。
男
女
が
紅
組

と
白
組
に
分
か
れ
て
、
オ
ペ
ラ
史
に
残

る
名
ア
リ
ア
や
名
重
唱
を
披
露
し
、
最

後
は
客
席
も
加
わ
っ
て
勝
負
を
決
定
す

る
。　

　

こ
の
注
目
の
大
型
企
画
が
始
ま
っ
た

の
は
２
０
１
８
年
の
こ
と
で
、
４
回
目

の
開
催
を
迎
え
る
。
今
回
の
出
演
歌
手

は
総
勢
18
名
。
伴
奏
を
鈴
木
恵
里
奈
の

指
揮
で
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽

～聖夜と月～

ソプラノ・リサイタル

砂川
涼子

ア
ヴェ・マ
リ
ア

聴
き
手
を
幸
福
感
で
包
み
こ
む
、

優
し
く
暖
か
い
歌
声

男女18名の歌手たちが
一堂に会し、
歌の真剣対決！
勝負の行方を
決めるのはあなた!!

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と

え
ば
悲
劇
的
な
役
を
歌
え
ば
、
客
席
の

涙
を
誘
わ
ず
に
は
お
か
な
い
。

　

そ
ん
な
砂
川
が
12
月
18
日
、
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
２
度
目
の
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
う
。
題
し
て「
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
〜
聖
夜
と
月
〜
」。

　

昔
か
ら
、
１
年
の
締
め
く
く
り
に
は

煩
悩
を
払
い
、
清
ら
か
な
気
持
ち
で
新

年
を
迎
え
た
い
―
―
と
多
く
の
人
が

願
っ
て
き
た
。
除
夜
の
鐘
は
そ
の
た
め

の
も
の
だ
が
、
砂
川
の
歌
を
聴
く
こ
と

も
ま
た
、
清
ら
か
な
気
持
ち
に
近
づ
く

最
短
の
道
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
リ
サ
イ
タ
ル
で
歌
わ
れ
る

の
は
、
砂
川
の
魅
力
が
炸
裂
す
る
に
違

い
な
い
珠
玉
の
名
曲
ば
か
り
。
ベ
ッ

リ
ー
ニ
「
優
雅
な
月
よ
」
や
「
喜
ば
せ

て
あ
げ
て
」
は
、
ま
さ
に
砂
川
の
よ
う

な
声
を
求
め
る
、
や
さ
し
く
抒
情
的
な

小
曲
だ
。
や
は
り
聖
夜
や
月
を
テ
ー
マ

に
し
た
マ
ス
カ
ー
ニ
や
フ
ォ
ー
レ
の
歌

曲
も
、ま
た
然
り
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
音
響
が
手
伝
っ
て
、
さ
さ
や

団
、
司
会
を
堀
江
政
生
、
八
塚
彩
美

（
と
も
に
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）
が
務
め
る
の
で
、
本
家
さ
な
が

ら
の
豪
華
公
演
が
実
現
す
る
。

　

そ
し
て
、
注
目
の
出
演
歌
手
と
演
目

を
ま
ず
は
紅
組
か
ら
。

　

宝
塚
音
楽
学
校
で
も
指
導
に
あ
た
る

名
手 

木
澤
佐
江
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
は
、

ベ
ッ
リ
ー
ニ
「
清
ら
か
な
女
神
よ
」
を

歌
唱
。
他
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
長
年

活
躍
し
た
古
田
昌
子
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
）
が
歌
う
ロ
ッ
シ
ー
ニ
「
ひ
ど
い
運

命
よ
！
」、
４
年
連
続
で
紅
組
の
キ
ャ

プ
テ
ン
を
担
う
斉
藤
言
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）

に
よ
る
充
実
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ「
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
」
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
が
盛
り
沢

山
だ
。

　

続
く
白
組
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

近
藤
勇
斗
（
テ
ノ
ー

彼
女
の
歌
は
い
つ
も

と
て
も
な
め
ら
か
で
心
地
よ
い

ス
タ
ー
歌
手
ぞ
ろ
い
の
夢
の
対
決
！

今
年
も
熱
戦
が
予
想
さ
れ
る

く
よ
う
な
声
が
、
な
お
さ
ら
聴
き
手
の

心
に
染
み
入
る
は
ず
だ
。

　

オ
ペ
ラ
の
舞
台
で
何
度
も
圧
倒
的
な

拍
手
を
さ
ら
っ
て
き
た
『
ラ
・
ボ
エ
ー

ム
』
の
「
私
の
名
は
ミ
ミ
」、
た
め
息

が
出
る
ほ
ど
美
し
い
『
ル
サ
ル
カ
』
の

「
月
に
寄
せ
る
歌
」
も
、
砂
川
の
声
で

こ
そ
聴
き
た
い
ア
リ
ア
だ
。
ま
た
、『
竹

取
物
語
』
の
「
姫
の
ア
リ
ア
」
で
は
、

定
評
あ
る
日
本
語
歌
唱
の
美
し
さ
に
酔

い
し
れ
た
い
。そ
し
て
、「
星
に
願
い
を
」

や
「
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
」
で
聖
な

る
気
分
に
包
ま
れ
る
―
―
。

　

終
演
後
は
、
夜
空
の
月
の
清
冽
な

美
し
さ
が
、 

砂
川
の
声
の
残
響
と
と
も

に
、
心
に
温
か
く
染
み
わ
た
る
。
そ
ん

な
格
別
な
時
間
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

（
文　

香
原
斗
志
）

ル
）
が
繊
細
か
つ
高
ら
か
に
歌
う
「
恋

人
を
慰
め
て
」。
歌
手
と
し
て
の
多
彩

な
活
躍
だ
け
で
な
く
、
オ
ペ
ラ
演
出
に

も
手
腕
を
揮
う
清
原
邦
仁
（
テ
ノ
ー

ル
）
に
よ
る
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
燃
え
る
想

い
〜
お
お
、
な
ん
と
い
う
恥
辱
」。
ド

イ
ツ
音
楽
の
大
御
所
で
白
組
キ
ャ
プ
テ

ン
の
田
中
勉
（
バ
リ
ト
ン
）
は
十
八
番
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
魔
王
」
を
披
露
す
る

な
ど
、
充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
期
待

が
高
ま
る
。

　

昨
年
は
熱
戦
の
末
、
紅
組
が
勝
利
し

た
が
、
今
年
の
歌
合
戦
も
拮
抗
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
最
後
ま
で
目
が
離
せ

な
い
。
聴
き
手
で
あ
る
お
客
様
の
投
票

が
勝
利
を
大
き
く
左
右
す
る
、
魅
惑
の

参
加
型
公
演
な
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
来

場
い
た
だ
き
た
い
!!（

文　

渡
辺
謙
太
郎
）

令和3年 年越しスペシャル!!
日本の日の出を願う

オペラ歌合戦 2 021

オールスター

紅 白
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ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
帽
子
姿
で
に
こ
や
か
に

舞
台
に
立
つ
。
だ
が
ひ
と
た
び
弦
に
弓
が
触
れ

る
と
そ
こ
か
ら
、
熱
い
音
楽
が
ほ
と
ば
し
る
。

幅
広
い
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て
き
た
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
古
澤
巌
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
ま
で
自
在
に
奏
で
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
の
古
澤
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
覚
め
た
人
も
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
も
近
づ
く
12
月
17
日
の
ザ
･
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
ベ
ル
リ
ン
･
フ
ィ
ル

の
名
手
た
ち
５
人
と
極
上
の
音
色
を
奏
で
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
古
澤
の
使
用
楽
器

は
１
７
１
８
年
製
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ

ス
。
か
の
マ
リ
ー
･
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
専
属

音
楽
家
も
弾
い
た
と
い
う
名
器
だ
。
数
々
の

演
奏
家
か
ら
賞
賛
さ
れ
て
き
た
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
良
質
の
空
間
で
、
い
に
し
え
の

輝
き
が
よ
み
が
え
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
映
画
音

楽
、
さ
ら
に
は
古
澤
の
盟
友
で
イ
タ
リ
ア
の
現

代
作
曲
家
ロ
ベ
ル
ト
･
デ
ィ
･
マ
リ
ー
ノ
に
よ

る
協
奏
曲
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
選
曲

と
な
っ
た
。
ソ
ロ
が
大
活
躍
す
る
ブ
ル
ッ
フ
の

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
幻
想
曲
」は
、
リ
リ
カ
ル
な

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
魅
力
を
味
わ
え
る
古
典
名
作

だ
。
そ
し
て
誰
も
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の

あ
る
巨
匠
エ
ン
ニ
オ
･
モ
リ
コ
ー
ネ
の
映
画
音

楽
。
古
澤
は
子
供
の
頃
か
ら
ず
っ
と
好
き
だ
っ

た
と
い
う
。
惜
し
く
も
昨
年
亡
く
な
っ
た
モ
リ

コ
ー
ネ
へ
の
追
悼
の
意
味
も
込
め
、
マ
リ
ー
ノ

に
よ
る
名
編
曲
で
、『
続
･
夕
陽
の
ガ
ン
マ
ン
』

の
邦
題
で
知
ら
れ
る
名
画
の
音
楽
が
と
り
あ
げ

ら
れ
る
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。（

文　

伊
藤
制
子
）

ベルリン・フィルの名手たちと2年ぶりの饗宴
ファン待望のプレミアムコンサート！

[ヴァイオリン]古澤 巖
[弦楽アンサンブル]ベルリン・フィルハーモニック ストリングス
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ロベルト・ディ・マリーノ：マリーノコンチェルト第6番／マックス・ブルッフ：スコット
ランド幻想曲／エンニオ・モリコーネ：The Ecstasy of Gold　ほか　
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.12/17（金） 2:00PM
S 7,500円　A 6,000円（税込）
[お問い合わせ]キョードーインフォメーション 0570-200-888 
[主催]NHKエンタープライズ中部／ザ・シンフォニーホール

指
揮 

川
瀬
賢
太
郎

古澤 巖×ベルリン・フィルハーモニック ストリングス 「愛のクリスマス」

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
人
気
シ
リ
ー

ズ
「
ク
リ
ス
マ
ス 

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

今
年
も
開
催
さ
れ
る
。
演
奏
者
は
、
大
阪
が

世
界
に
誇
る
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
冨
田
一
樹
。

２
０
１
６
年
の
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
日

本
人
と
し
て
初
優
勝
を
飾
っ
た
気
鋭
だ
。

　

オ
ル
ガ
ン
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
中
学
生
の

頃
。
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
曲
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
き
、

「
多
彩
な
音
色
と
パ
イ
プ
の
発
音
の
良
さ
」に
心

惹
か
れ
、パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
学
び
始
め
た
。

　

冨
田
が
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
リ
ュ
ー
ベ
ッ

ク
は
、
北
ド
イ
ツ
の
オ
ル
ガ
ン
の
聖
地
だ
。「
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
期
は
も
の
す
ご
く
寒
か
っ
た
け

れ
ど
、ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
行
っ
て
、友

だ
ち
と
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
し
て
い
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰

囲
気
と
と
も
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
を
存

分
に
堪
能
で
き
る
曲
目
が
揃
う
。
バ
ッ
ハ
の
音

楽
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
冨
田
は
、

後
半
で
バ
ッ
ハ
を
４
曲
披
露
す
る
。
ク
リ
ス
マ

ス
に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ー
ル
な
ど
の
の
ち
、「
明
る

さ
の
あ
る
煌
び
や
か
な
曲
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝

祭
的
な
雰
囲
気
」
と
冨
田
が
語
る
《
前
奏
曲
と

フ
ー
ガ 

ト
長
調
》で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
結
ぶ
。　

　

ま
た
、
バ
ー
バ
ー
の《
ア
ダ
ー
ジ
ョ
》の
冨
田

に
よ
る
編
曲
版
は
世
界
初
演
。
作
編
曲
す
る
こ

と
で
「
作
曲
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が

で
き
る
」と
語
る
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
は
、

「
倍
音
を
豊
か
に
構
成
で
き
る
」バ
ッ
ハ
音
楽
が

映
え
る
の
だ
と
い
う
。
教
会
の
大
聖
堂
の
響
き

に
も
負
け
な
い
こ
の
ホ
ー
ル
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
味
わ
お
う
！

（
文　

道
下
京
子
）

今冬は冨田一樹のオルガンを堪能！
ひと足早くクリスマスムードを味わう。

[オルガン]冨田一樹
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
T.スザート:「舞曲集」より／W.A.モーツァルト:アヴェ･ヴェルム･コルプス／S.バーバー:
アダージョ／冨田一樹:変奏曲「ひいらぎ飾ろう」／J.S .バッハ:パストラーレ ヘ長調 
BWV590、いざ来ませ、異邦人の救い主よ BWV659、イエス、我が喜び BWV610、前
奏曲とフーガ ト長調 BWV541
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.12/4（土） 7:00PM  ※休憩なし。約60分間のコンサートです。
全席指定 2,200円 （税込）
[お問い合わせ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ザ・シンフォニーホール クリスマス オルガンコンサート 2021

発売中

発売中

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
古
澤 

巖ベルリン・フィルハーモニック ストリングス
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名作映画のテーマ曲が満載！
煌びやかな光とスリリングな

音楽の素敵な世界へ

[出演]平井富司子／西側真理子／末廣亜矢子／中村あゆみ／中本椋子／西畑賀世／
山田千尋／Ono Aki　[バレエ]カンパニーでこぼこ　[指揮]守山俊吾
[管弦楽]ニューイヤー祝祭オーケストラ  
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.シュトラウスII世：「美しく青きドナウ」／【バレエ名場面集】ミンクス：「ドン・キホーテ」／オッフェ
ンバック：「パリの喜び」／橋本國彦：お六娘／カッチーニ：アヴェマリア　ほか
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.1/3（月） 2:00PM ※３歳から入場可能
S 6,000円  A 5,000円  B（中学・高校生席） 3,000円（税込）
※3歳から小学生までは3,000円〈S席限定／保護者（S席）の同伴が必要です〉
※B席は中学生～高校生に限ります
[お問い合わせ]ミュージック・アート・ステーション 06-6836-7067　[主催]国際交流協会

[指揮]齋藤友香理　[吹奏楽]オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

「レイダース／失われたアーク《聖櫃》」より レイダース・マーチ／「ジュラシック・パーク」より サウンドトラッ
ク・ハイライト／「ハリー・ポッターと賢者の石」より ヘドウィグのテーマ、ハリーの不思議な世界／20世紀
FOXファンファーレ／「スター・ウォーズ」コンサート・セレクション／「スター・ウォーズ／ファントム・メナス」よ
り 運命の戦い〜アナキンのテーマ、フラッグ・パレード／「スター・ウォーズ/フォースの覚醒」より レジスタン
スのマーチ、レイのテーマ、Xウイングのためのスケルツォ、ジェダイへの階段〜フィナーレ　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.12/9（木） 7:00PM
全席指定 4,000円（税込）
[お問い合わせ] Shionチケットセンター 0800-919-5508
[主催]公益社団法人 大阪市音楽団 
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発売中

発売中

　

日
本
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
吹
奏
楽

団
、
オ
オ
サ
カ
・
シ
オ
ン
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
以
下
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
）。
定
期
公

演
以
外
の
企
画
を
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
行
う
の
は
約
1
年
半
ぶ
り
。
今
回
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
の
コ

ラ
ボ
が
実
現
す
る
！

　

演
奏
さ
れ
る
の
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・

ス
ピ
ル
バ
ー
グ
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス

を
は
じ
め
と
し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
音

楽
を
数
多
く
手
が
け
て
き
た
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
の
美
し
く
ス
リ
リ
ン
グ
な
名

旋
律
。「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」「
イ
ン
デ
ィ
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
」「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
と

い
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
古
典
と
も
言
え

る
20
世
紀
の
傑
作
は
も
ち
ろ
ん
、「
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
」
な
ど
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

発
表
さ
れ
た
音
楽
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
。

中
で
も
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
製
作
と
し
て

は
初
の
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
と
い
う

こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
「
フ
ォ
ー
ス
の
覚

醒
」
の
音
楽
が
数
多
く
演
奏
さ
れ
る
の
も

嬉
し
い
。

　

指
揮
を
務
め
る
の
は
齋
藤
友
香
理
。
若

手
指
揮
者
の
登
竜
門
ブ
ザ
ン
ソ
ン
国
際
指

揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
聴
衆
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
選
ぶ
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
現
在
は

本
場
ド
イ
ツ
を
拠
点
に
活
躍
す
る
俊
才
だ
。

い
か
な
る
共
演
相
手
と
も
お
互
い
が
納
得

す
る
ま
で
徹
底
的
に
話
し
合
う
と
い
う
彼

女
が
、
今
回
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
と
ど
の
よ
う
な

対
話
を
繰
り
広
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
新
境
地
を
切
り
拓
く
か
に

大
き
な
期
待
が
高
ま
る
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
年
始
恒

例
と
な
っ
て
い
る
『
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
祝
祭

コ
ン
サ
ー
ト
』
は
、
今
年
で
７
回
目
を
迎

え
ま
す
。
は
じ
め
に
世
界
の
平
和
を
願
い
、

カ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」、

そ
し
て
ワ
ル
ツ
「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」

で
は
高
貴
な
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
の
よ
う
な

美
し
い
バ
レ
エ
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、

ソ
プ
ラ
ノ
に
よ
る
円
舞
曲
「
春
の
声
」
も
、

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

海
外
で
も
活
躍
す
る
８
名
の
歌
姫
に
よ

る
《
ア
リ
ア
の
饗
宴
》
で
は
、
プ
ッ
チ
ー

ニ
の
不
朽
の
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」「
ト

ス
カ
」、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
ア
イ
ー
ダ
」「
椿

姫
」
の
珠
玉
の
ア
リ
ア
を
披
露
し
ま
す
。

超
絶
技
巧
を
要
す
る
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
「
ラ

ン
メ
ル
モ
ー
ル
の
ル
チ
ア
」
よ
り
「
狂
乱

の
場
」
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
橋
本
國
彦

作
曲
に
よ
る
日
本
歌
曲
も
聴
き
ど
こ
ろ
で

す
。

　

さ
ら
に
19
世
紀
の
バ
レ
エ
作
曲
家
ミ
ン

ク
ス
に
よ
る
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」
の
パ
・

ド
・
ド
ゥ
、
華
や
か
な
パ
リ
の
社
交
界
を

描
い
た
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
作
曲
「
パ
リ

の
喜
び
」
ほ
か
。

　

演
奏
は
気
鋭
の
メ
ン
バ
ー
が
集
結
し
た

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
祝
祭
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」、

指
揮
は
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
共
に
造
詣
が
深

い
守
山
俊
吾
。

　

大
人
の
同
伴
者
と
ご
一
緒
の
お
子
様
は

３
歳
か
ら
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。
感

受
性
の
一
番
豊
か
な
時
期
に
最
高
の
音
響

を
誇
る
殿
堂
で
オ
ペ
ラ
と
バ
レ
エ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
ご
家
族
皆
様
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

指
揮 

齋
藤
友
香
理

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ

新春を告げる華やかな
オペラ・アリアとウインナー・ワルツ
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	24_25

